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凝縮方式 無記号  ： リモート空冷・水冷式
 W  ： 一体水冷式

使用冷媒 Ｐ  ： R404A

搭載圧縮機仕様 Ｒ  ： 単一圧縮機

シリーズ名 Ｅ  ： Ｅシリーズ（スクロール圧縮機）

 無記号  ： 定速機
 V  ： インバータ

圧縮機形式 E  ： スクロール形

45 A

改良副番
特定形名

定格出力　kWの10倍 

使用温度帯 ブランク  ： 中・低温用

 ブランク  ： 電源電圧200V仕様

E R V E P
 R  ： リプレースフィルタセット

(別梱)

据付・点検・修理をする場合、適切な工具を使用してくだ
さい。
工具が適切でない場合、機器損傷のおそれあり。

ユニット内の冷媒は回収し、規定に従って廃棄してくださ
い。
法律（フロン排出抑制法）によって罰せられます。

ユニットの使用範囲を守ってください。
範囲外で使用した場合、故障のおそれあり。

R404A以外の冷媒は使用しないでください。
R404A以外のR22など塩素が含まれる冷媒を使用した
場合、冷凍機油の劣化・圧縮機故障のおそれあり。

天井内配管・埋設配管の接続部には点検口を設けてくださ
い。
点検できないおそれあり。

ろう付け作業時、周囲の配線や板金に炎が当たらないよう
にしてください。
炎が当たった場合、加熱により、焼損・故障のおそれあ
り。

下記に示す工具類のうち、旧冷媒 (R12,R22,R502) に
使用していたものは使用しないこと。R404A専用の工具
類を使用してください。（ゲージマニホールド・チャージ
ングホース・ガス漏れ検知器・逆流防止器・冷媒チャージ
用口金・真空度計・冷媒回収装置）
R404Aは冷媒中に塩素を含まないため、旧冷媒用ガス漏
れ検知器には反応しない。
旧冷媒・冷凍機油・水分が混入すると、冷凍機油の劣化・
圧縮機故障のおそれあり。

逆流防止付きの真空ポンプを使用してください。
冷媒回路内に真空ポンプの油が逆流入した場合、冷凍機
油の劣化・圧縮機故障のおそれあり。

工具類の管理は注意してください。
チャージングホース・フレア加工具にほこり・ゴミ・水
分が付着した場合、冷媒回路内に混入し、冷凍機油の劣
化・圧縮機故障のおそれあり。

冷媒配管はJIS H3300「銅及び銅合金継目無管」の
C1220のリン脱酸銅を、配管継手はJIS B 8607に適
合したものを使用してください。配管・継手の内面・外面
ともに硫黄・酸化物・ゴミ・切粉・油脂・水分が付着して
いないことを確認してください。
冷凍機油劣化・圧縮機故障のおそれあり。

配管は屋内に保管し、ろう付け・フレア接続する直前まで
両端を密封しておいてください。継手はビニール袋に包ん
で保管してください。
冷媒回路内にほこり・ゴミ・水分が混入した場合、冷凍
機油の劣化・圧縮機故障のおそれあり。

フレア・フランジ接続部に、冷凍機油（エステル油・エー
テル油・少量のアルキルベンゼンのいずれか）を塗布して
ください。
塗布する冷凍機油に鉱油を使用し、多量に混入した場合、
冷凍機油劣化・圧縮機故障のおそれあり。

窒素置換による無酸化ろう付けをしてください。
冷媒配管の内部に酸化皮膜が付着した場合、冷凍機油の
劣化・圧縮機故障のおそれあり。

■冷媒R404A使用機としての注意点

■形名の説明
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既設の冷媒配管を流用しないでください。
既設の配管内部には、古い冷凍機油や冷媒中の塩素が大
量に残留しており、これらの物質による新しい機器の冷
凍機油の劣化・圧縮機故障のおそれあり。

液冷媒で封入してください。
ガス冷媒で封入した場合、ボンベ内冷媒の組成が変化し、
能力低下のおそれあり。

チャージングシリンダを使用しないでください。
冷媒の組成が変化し、能力低下のおそれあり。

電源配線には専用回路を使用してください。
使用しない場合、電源容量不足のおそれあり。
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工事区分の決定

冷媒配管工事
（ドライ・クリーン・タイト）

《据付工事の流れ》

コンデンシングユニットの仕様確認

※1

《R404Aでの留意点》

施工図作成

ドレン配管工事

防熱工事

電気工事

ショーケース・ユニットクーラ据付

コンデンシングユニット基礎工事

コンデンシングユニット据付

冷媒配管接続工事

気密試験

真空引き乾燥

冷媒充てん

コンデンシングユニット電気配線工事

試運転

お客様への説明

R404A用であることを確認してください。
● 設計圧力を確認してください。
（高圧2.94MPa　低圧1.64MPa）
（高圧2.75MPa　低圧1.64MPa：ERW-EP-WR）
● 必ず新規配管を使用してください。
既設の配管を使用することは絶対にしないでください。

● 配管内部の管理を行ってください。
● ロウ付時は窒素置換を厳守してください。
● フレア加工・フレア部に塗布する油はエステル油、エー
テル油、アルキルベンゼン油等を推奨します。

● 締付けには必ずトルクレンチを使用してください。

● 適正冷媒量・追加充てん量を確認してください。
● 冷媒は必ず液相より充てんしてください。
● 専用のゲージマニホールドおよび専用のチャージホー
スを使用してください。

● 充てん量をユニット正面のメイバンに記録してください。

● 運転状態がショートサイクル運転にならないことを確認
してください。

● 低圧カット値が適切か確認してください。
● 油量が適切か確認してください。

● 真空度計で266Paに到達後約1時間真空引きを行っ
てください。

● 専用の逆止弁付き真空ポンプを使用してください。

● 気密試験を実施してください。
（高圧2.94MPa　低圧1.64MPa）×24時間
（高圧2.75MPa　低圧1.64MPa：ERW-EP-WR）

R404A用であることを確認してください。

※1を参照
● サービス時を含め、冷凍機油が大気にふれる時間は１０
分以内としてください。

■施工手順とR404Aでの留意点
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■使用範囲
用途
使用冷媒
蒸発温度
吸入ガス過熱度
凝縮温度
周囲温度（本体ユニット、圧縮ユニット）
周囲温度（リモートコンデンサ）
電源電圧
電圧不平衡率
接続配管長さ（吸入・液）
接続配管長さ（リモートコンデンサ）
設置場所（本体ユニット、圧縮ユニット）
設置場所（リモートコンデンサ）

ー
ー
℃
K
℃
℃
℃
ー
ー
m
m
ー
ー

リモート水冷式

＋5～＋40（注6）

屋内設置

R404A
（中）低温用

－45～－5（－20）

中温用

－20～－5

（中）低温用

－45～－5

中温用

－20～－5

－5～＋40

屋内設置
45以下（注5）

リモート空冷式

－15～＋43

屋外設置

10～58
10～40 （ただし吸入ガス温度18℃以下）

三相180V～ 220V、50／60Hz
2％以下

（注3、4、5）

－45～－5

＋5～＋40（注6）
ー

ー

ー

中・低温用
一体水冷式（受注）

注） 1.（　）内数値は、機種により異なる事を示します。詳細は、機種個別仕様表をご参考ください。
 2.リモートコンデンサの電源電圧は、機種個別仕様をご参考ください。
 3.ER-EP形、ERW-EP-WR形 50ｍ以下、その他 100ｍ以下。
 4.工事説明書記載の配管工事等施工条件を満たし、装置への確実な油戻りが保証されること、および冷媒過充てんとならない場合の数値です。
 5.液配管長さは負荷側・リモートコンデンサ側の合計が「接続配管長さ（吸入・液）」の上限値以下としてください。
 6.凍結防止処理の場合は「－5～＋40」となります。

ユニットタイプ

リプレースフィルタ

対応可能な

冷却器

入れ換え後

ショーケースの場合

対応

コンデンシング

ユニット

入れ換え前

機種容量

機種容量

形　名

冷　媒

対応最大配管長さ

R-F75A

～7.5kW

2.2kW～7.5kW

R404A

冷媒：R12、R502、R22

冷凍機油：鉱油（SUNISO 3GS（D）、バーレルフリーズ32SAM）

当社R404A対応スクロールコンデンシングユニット（※2）

（インバータ機、定速機、一体空冷機、リモート機）

液延長配管50m、ガス延長配管50m（※3）

1系統に接続されているユニットクーラ2台まで

（1系統に3台以上のユニットクーラが接続されている場合は、総負荷容量の70％まで（※4））

1系統に接続されている総負荷容量の70％まで（※4）

※1.上記の条件を満たせない場合は、配管の新規施工または以下のいずれかの方法を実施してください。
　　・本フィルターによるリプレース運転実施後に、圧縮機油中の鉱油混合率が10％以下になるまで油交換を繰返し実施してください。
　　・当社リプレースキットまたは日本冷凍空調工業会の方式による方法を実施してください。
※2.他社製コンデンシングユニットへの使用はできません。
※3.ガス延長配管は、一体空冷機の場合は吸入ガス配管（負荷装置側～コンデンシングユニット）を、
　　リモート機の場合は吐出延長配管（圧縮ユニット～リモートコンデンサ）と吸入ガス延長配管（負荷装置側～圧縮ユニット）の合計値です。
※4.1系統に接続される負荷装置能力の合計値に対し、70％以下の台数まで対応可能です。
　　（例）：1台のコンデンシングユニットに同じ容量の負荷装置が10台接続されている場合、7台まで対応可能です。

ユニットクーラ

の場合

■使用条件
次の環境では使用しないでください。
（イ）他の熱源から直接ふく射熱を受ける所。
（ロ）ユニットから発生する騒音が隣家の迷惑になる所。
（ハ）本体の質量に十分耐えられない強度のない所。
（ニ）本書記載のサービススペースが十分確保できない所。
（ホ）可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れのおそれのある所。
（ヘ）酸性の溶液や特殊なスプレー（イオウ系）を頻繁に使用する所。
（ト）油・蒸気・硫化ガスの多い特殊環境。（煙突の排気口の近くも含まれます。）
（チ）降雪地域で、本書記載の防雪対策が施せない所。
（リ）車両や船舶のように常に振動している所。
（ヌ）特殊環境（温泉・化学薬品を使用する場所）
（ル）当社のVK形サーモバンクユニット以外のホットガス霜取運転（単純ホットガス霜取運転、他社サーモバンクユニット

の組合わせ等）は使用できません。ただし、小形コンデンシングユニット（2.2kＷ以下）・ERW-EP-WR形・インバ
ータコンデンシングユニットでは、ホットガス霜取運転自身を禁止します。

（ヲ）屋内設置機器（リモート形の圧縮機ユニット等）は、雨水や直射日光の当らない場所に設置してください。
（ワ）法定冷凍トンについて

本ユニットは合算して法定冷凍トン20トン以上になる冷凍装置、または付属冷凍としては使用できませんのでご注意
ください。
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注　１．測定条件は推奨リモートコンデンサ組合わせ時のもので、次のとおりです。
　　　周囲温度：32℃、蒸発温度：－10℃、吸入ガス温度：18℃、サブクール：5K
　　　運転周波数：70Hz
　２．配管寸法欄　記号 F：フレア接続、記号S：ろう付接続
　３．延長配管長が30mを超える場合には吐出配管は1ランク大きく施行お願いします。
　４．騒音値の測定条件は推奨リモートコンデンサ組合わせ時のもので、次のとおりです。
　　　周囲温度：32℃、蒸発温度：－10℃、運転周波数：60Hz
　　　測定場所：無音響室相当でユニット前面より距離1m、高さ1m
　　　なお、吸・排気口のあるユニット背面の騒音値は表示値より大きくなります。
　５．ユニットクーラとの組合わせで、ご使用になる場合には、当社製クーラとの組合わせでご使用
　　　お願いします。
　６．製品仕様は改良などのため、予告なしに変更する場合があります。
　７．電線の太さ欄〈　〉内の数字は、電圧降下2Vの最大こう長を示します。
　８．測定条件は推奨リモートコンデンサ組合わせ時のもので、次のとおりです。
　　　周囲温度：32℃、吸入ガス温度：18℃、サブクール：5K
　　　運転周波数：70Hz
　９．電源には必ず漏電遮断器を取付けてください。
　　　漏電遮断器の選定は以下を目安に選定してください。
　　　※なお、漏電電流は配線長、配線経路、また周囲に高周波を発生する設備の有無などにより
　　　異なります。詳細は、各漏電遮断器メーカ窓口にお問い合わせください。

ユニット呼称出力 設定値 三菱電機製形名
 2.2kW以下  感度電流　15mA　0.1s NV-30C  
 2.2kWを超え、5.5kW未満  感度電流　30mA　0.1s NV-30C  
 5.5kWを超え、16.5kW未満  感度電流　100mA　0.1s   NV-100C
 16.5kWを超え、33.5kW未満  感度電流　100～ 200mA　0.1s   NV-225C
インバータ圧縮機搭載ユニットの場合、漏電遮断器は必ず『高調波対応形』を選定してください｡

 形名  ERV-EP45A1 
 呼称出力 kW  4.5 
 法定冷凍トン トン  3.2 
 吸入圧力飽和温度範囲 ℃  － 20～－5 
 冷媒  R404A 
 据付条件 ℃  屋内設置  周囲温度　－5～＋40 
 電源  三相　200V　50Hz ／ 60Hz 

6.7（80Hz運転時：7.9）
20.7（80Hz運転時：24.6）
93.4（80Hz運転時：92.7）

15.3（80Hz運転時：17.0）

電 
気 
特 
性

 消費電力〈注1〉 kW
 運転電流〈注1〉 A
 力率〈注1〉 %
 始動電流 A  15 ／ 15 

 出力周波数 Hz  20 ～ 80 
 冷凍能力〈注1〉 kW
圧 

縮 

機

 形名  HDB92FA 
 定格出力 kW  4.5 
 押しのけ量 m3/h  26.3 
 電熱器〈オイル〉 W  45 

冷 
凍 
機 
油

 種類  ダイヤモンドフリーズ　MEL32 
 初期  圧縮機 L  3 
 充てん量  その他 L  － 
 正規充てん量 L  3 

 受液器  内容量 L  13.2 
 可溶栓  有〈口径：7.2mm、溶融温度：71℃以下〉 

 容量制御  インバータ方式〈0－25～ 100％〉 
 始動方式  インバータ始動 
 高圧カット防止機能  有 

有〈高圧：機械式、低圧：デジタル式〉
有〈41A設定〉

有〈OFF：135℃、ON：115℃〉保 

護 

装 

置

 圧力開閉器〈高圧・低圧〉
 過電流保護
 温度開閉器〈吐出〉
 温度開閉器〈圧縮機インナーサーモ〉  － 

 ヒューズ  制御回路用 　250V　2A、3A、6A× 2　
 凝縮器送風機用  － 

 逆相防止器  有〈基板組込〉 
 油温検出保護  有 

有〈高圧〉
有〈9L〉

有〈付属〉

内 

蔵 

品

 圧力計
 サクションアキュムレータ
 油分離器  有 
 ドライヤ  有 
 サイトグラス

 付属部品  予備ヒューズ  2A、3A、6A 
 その他  チェックジョイント 

 外装色  鋼板仕上 
 外形寸法〈高さ×幅×奥行〉 mm 　1398× 690× 505　
質 
量

 荷造質量 kg  149 
 製品質量 kg  146 

 配管寸法

〈注2〉

 吸入配管 mm  φ 25.4S 
 吐出配管〈注3〉 mm  φ 19.05S 
 液冷媒入口配管 mm  φ 12.7F 
 液冷媒出口配管 mm  φ 12.7F 

 騒音〈注4〉 dB(A)  61 
 推奨リモートコンデンサ  RM-P55A1
 荷造寸法〈高さ×幅×奥行〉 mm 　1430× 750× 540　

電 

気 

工 

事

 電線の太さ〈注7〉 mm2〈m〉  8〈14〉 
 過電流  手元 A  50 
 保護器  分岐 A  50 
 開閉器  手元 A  60 
 容量  分岐 A  60 
 制御回路配線太さ mm2  2 
 接地線太さ mm2  8 
 進相  容量 μ F  取付不可 
 コンデンサ kVA  取付不可 
（圧縮機）  電線太さ mm2  取付不可 

冷 

凍 

能 

力 

〈注 8〉

 蒸発温度 

 － 5℃ kW  18.3 
 － 10℃ kW  15.3 
 － 12℃ kW  14.2 
 － 15℃ kW  12.7 
 － 17℃ kW  11.8 
 － 20℃ kW  10.4 
 － 25℃ kW  － 
 － 30℃ kW  － 
 － 35℃ kW  － 
 － 40℃ kW  － 
 － 45℃ kW  － 

＜1-1＞ リモート空冷式
（1）中温用リモート空冷式インバータ

<1>仕様
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注　１．測定条件は推奨リモートコンデンサ組合わせ時のもので、次のとおりです。
　　　周囲温度：32℃、蒸発温度：－10℃（EP22A）－40℃又は－10℃（EP30A、EP37A）
　　　吸入ガス温度：18℃、サブクール：5K
　２．正規充てん量は、圧縮機油面窓中心での油量を示します。
　３．配管寸法欄　記号 F：フレア接続、記号S：ろう付接続
　４．騒音値の測定条件は推奨リモートコンデンサ組合わせ時のもので、次のとおりです。
　　　周囲温度：32℃、蒸発温度：－40℃
　　　測定場所：無音響室相当でユニット前面より距離1m、高さ1m
　　　なお、吸・排気口のあるユニット右側面の騒音は表示値より大きくなります。
　５．製品仕様は改良などのため、予告なしに変更する場合があります。
　６．電線の太さ欄〈　〉内の数字は、電圧降下2Vの最大こう長を示します。
　７．測定条件は推奨リモートコンデンサ組合わせ時のもので、次のとおりです。
　　　周囲温度：32℃、吸入ガス温度：18℃、サブクール：5K
　８．電源には必ず漏電遮断器を取付けてください。
　　　漏電遮断器の選定は以下を目安に選定してください。
　　　※なお、漏電電流は配線長、配線経路、また周囲に高周波を発生する設備の有無などにより
　　　異なります。詳細は、各漏電遮断器メーカ窓口にお問い合わせください。

ユニット呼称出力 設定値 三菱電機製形名
 2.2kW以下  感度電流　15mA　0.1s NV-30C  
 2.2kWを超え、5.5kW未満  感度電流　30mA　0.1s NV-30C  
 5.5kWを超え、16.5kW未満  感度電流　100mA　0.1s   NV-100C
 16.5kWを超え、33.5kW未満  感度電流　100～ 200mA　0.1s   NV-225C
インバータ圧縮機搭載ユニットの場合、漏電遮断器は必ず『高調波対応形』を選定してください｡

 形名  ER-EP22A  ER-EP30A  ER-EP37A 
 

 呼称出力 kW  2.2  3.0  3.7 
 法定冷凍トン トン  1.2 ／ 1.5  1.6 ／ 1.9  2.0 ／ 2.3 
 吸入圧力飽和温度範囲 ℃  － 45～－5  － 45～－20  － 20～－5  － 45～－20  － 20～－5 
 冷媒  R404A  R404A  R404A 
 据付条件 ℃  04＋～5－　度温囲周  ）可置設外屋りよにけ付取ルネパンョシプオ（ 置設内屋  04＋～5－　度温囲周  ）可置設外屋りよにけ付取ルネパンョシプオ（ 置設内屋  04＋～5－　度温囲周  ）可置設外屋りよにけ付取ルネパンョシプオ（ 置設内屋 
 電源  三相　200V　50Hz ／ 60Hz  三相　200V　50Hz ／ 60Hz  三相　200V　50Hz ／ 60Hz 
電 
気 
特 
性

 消費電力〈注1〉 kW  3.1 ／ 3.9  3.0 ／ 3.5  4.1 ／ 5.0  3.6 ／ 4.1  5.0 ／ 6.0 
 運転電流〈注1〉 A  10.4 ／ 12.1  10.2 ／ 10.9  13.1 ／ 15.6  12.0 ／ 12.9  15.9 ／ 18.3 
 力率〈注1〉 %  86.0 ／ 93.0  84.9 ／ 92.7  90.3 ／ 92.5  86.6 ／ 91.7  90.8 ／ 94.6 
 始動電流 A  76 ／ 67  86 ／ 75  109 ／ 94 

圧 

縮 

機

 形名  ZDJ055TA  ZDJ075TA  ZDJ092TA 
 定格出力 kW  2.2  3.0  3.7 
 押しのけ量 m3/h  9.9 ／ 11.6  13.2 ／ 15.4  16.1 ／ 18.9 
 電熱器〈オイル〉 W  62  62  62 

冷 
凍 
機 
油

 種類  ダイヤモンドフリーズ　MEL32R  ダイヤモンドフリーズ　MEL32R  ダイヤモンドフリーズ　MEL32R 
 初期  圧縮機 L  2.3  2.3  2.8 
 充てん量  その他 L  －  －  － 
 正規充てん量〈注2〉 L  1.3  1.3  1.9 

 受液器  内容量 L  6.5  13.2  13.2 
 可溶栓  有〈口径：7.2mm、溶融温度：71℃以下〉  有〈口径：7.2mm、溶融温度：71℃以下〉  有〈口径：7.2mm、溶融温度：71℃以下〉 

 容量制御  －  －  － 
 始動方式  －  －  － 
 高圧カット防止機能  －  －  － 

保 

護 

装 

置

 圧力開閉器〈高圧・低圧〉  〉式ルタジデ：圧低、式械機：圧高〈 有  〉式ルタジデ：圧低、式械機：圧高〈 有  〉式ルタジデ：圧低、式械機：圧高〈 有 
 電磁開閉器 ･熱動過電流継電器  〉定設A12〈 有  〉定設A72〈 有  〉定設A72〈 有 
 温度開閉器〈吐出〉  〉℃511：NO、℃531：FFO〈 有  〉℃511：NO、℃531：FFO〈 有  〉℃511：NO、℃531：FFO〈 有 
 温度開閉器〈圧縮機インナーサーモ〉  〉℃801：NO、℃031：FFO〈 有  〉℃801：NO、℃031：FFO〈 有  〉℃801：NO、℃031：FFO〈 有 

 ヒューズ  制御回路用  250V　5A、6A、15A  250V　5A、6A、15A  250V　5A、6A、15A 
 凝縮器送風機用  250V　5A  250V　5A  250V　5A 

 逆相防止器  有〈基板組込〉  有〈基板組込〉  有〈基板組込〉 
 油温検出保護  －  －  有 

内 

蔵 

品

 圧力計  〉圧高〈 有  〉圧高〈 有  〉圧高〈 有 
 サクションアキュムレータ  〉L4〈 有  〉L9〈 有  〉L9〈 有 
 油分離器  有  有  有 
 ドライヤ  有  有  有 
 サイトグラス  〉属付〈 有  〉属付〈 有  〉属付〈 有 

 付属部品  予備ヒューズ  5A、6A、15A  5A、6A、15A  5A、6A、15A 
 その他  チェックジョイント、据付足〈取付ボルト一式〉  チェックジョイント、据付足〈取付ボルト一式〉  チェックジョイント、据付足〈取付ボルト一式〉 

 外装色  鋼板仕上  鋼板仕上  鋼板仕上 
 外形寸法〈高さ×幅×奥行〉 mm 　1398× 490× 420　 　1398× 490× 420　 　1398× 490× 420　
質 
量

 荷造質量 kg  115  121  127 
 製品質量 kg  113  119  125 

 配管寸法

〈注3〉

 
 吸入配管 mm  φ 19.05S  φ 25.4S  φ 25.4S 
 吐出配管 mm  φ 15.88S  φ 15.88S  φ 19.05S 
 液冷媒入口配管 mm  φ 9.52F  φ 12.7F  φ 12.7F 
 液冷媒出口配管 mm  φ 9.52S  φ 12.7S  φ 12.7S 

 騒音〈注4〉 dB(A)  50〈オプションパネル付：45〉 ／ 52〈オプションパネル付：46〉  50〈オプションパネル付：46〉 ／ 52〈オプションパネル付：47〉  52〈オプションパネル付：47〉 ／ 54〈オプションパネル付：48〉 
 推奨リモートコンデンサ  RM-P30A1  RM-P30A1  RM-P37A1  RM-P37A1  RM-P45A1
 荷造寸法〈高さ×幅×奥行〉 mm 　1430× 750× 470　 　1430× 750× 470　 　1430× 750× 470　

電 

気 

工 

事

 電線の太さ〈注6〉 mm2〈m〉  3.5〈18〉  3.5〈15〉  5.5〈18〉 
 過電流  手元 A  30  30  50 
 保護器  分岐 A  50  50  60 
 開閉器  手元 A  30  30  60 
 容量  分岐 A  60  60  60 
 制御回路配線太さ mm2  2  2  2 
 接地線太さ mm2  2  3.5  5.5 
 進相  容量 μ F  50 ／ 40  50 ／ 40  75 ／ 50 
 コンデンサ kVA  0.63 ／ 0.60  0.63 ／ 0.60  0.94 ／ 0.75 
（圧縮機）  電線太さ mm2  2  3.5  5.5 

冷 

凍 

能 

力 

〈注7〉

 蒸発温度 

 － 5℃ kW  6.93 ／ 8.23  9.12 ／ 10.3  11.5 ／ 13.5 
 － 10℃ kW  6.00 ／ 7.10  8.00 ／ 9.00  10.0 ／ 11.8 
 － 12℃ kW  5.63 ／ 6.65  7.55 ／ 8.49  9.39 ／ 11.1 
 － 15℃ kW  5.07 ／ 5.97  6.88 ／ 7.73  8.47 ／ 10.1 
 － 17℃ kW  4.70 ／ 5.60  6.43 ／ 7.27  7.93 ／ 9.45 
 － 20℃ kW  4.14 ／ 5.04  5.76 ／ 6.58  7.11 ／ 8.44 
 － 25℃ kW  3.41 ／ 4.22  4.76 ／ 5.53  5.88 ／ 6.99 
 － 30℃ kW  2.82 ／ 3.60  3.94 ／ 4.49  4.81 ／ 5.68 
 － 35℃ kW  2.33 ／ 2.98  3.25 ／ 3.69  3.93 ／ 4.60 
 － 40℃ kW  1.97 ／ 2.42  2.63 ／ 3.11  3.17 ／ 3.75 
 － 45℃ kW  1.61 ／ 1.86  2.01 ／ 2.53  2.41 ／ 2.90 

（2）中・低温用リモート空冷式
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注　１．測定条件は推奨リモートコンデンサ組合わせ時のもので、次のとおりです。
　　　周囲温度：32℃、蒸発温度：－40℃又は－10℃、吸入ガス温度：18℃、サブクール：5K
　２．正規充てん量は、圧縮機油面窓中心での油量を示します。
　３．配管寸法欄　記号 F：フレア接続、記号S：ろう付接続
　４．騒音値の測定条件は推奨リモートコンデンサ組合わせ時のもので、次のとおりです。
　　　周囲温度：32℃、蒸発温度：－40℃
　　　測定場所：無音響室相当でユニット前面より距離1m、高さ1m
　　　なお、吸・排気口のあるユニット右側面の騒音は表示値より大きくなります。（EP45Aのみ）
　５．製品仕様は改良などのため、予告なしに変更する場合があります。
　６．電線の太さ欄〈　〉内の数字は、電圧降下2Vの最大こう長を示します。
　７．測定条件は推奨リモートコンデンサ組合わせ時のもので、次のとおりです。
　　　周囲温度：32℃、吸入ガス温度：18℃、サブクール：5K
　８．電源には必ず漏電遮断器を取付けてください。
　　　漏電遮断器の選定は以下を目安に選定してください。
　　　※なお、漏電電流は配線長、配線経路、また周囲に高周波を発生する設備の有無などにより
　　　異なります。詳細は、各漏電遮断器メーカ窓口にお問い合わせください。

ユニット呼称出力 設定値 三菱電機製形名
 2.2kW以下  感度電流　15mA　0.1s NV-30C  
 2.2kWを超え、5.5kW未満  感度電流　30mA　0.1s NV-30C  
 5.5kWを超え、16.5kW未満  感度電流　100mA　0.1s   NV-100C
 16.5kWを超え、33.5kW未満  感度電流　100～ 200mA　0.1s   NV-225C
インバータ圧縮機搭載ユニットの場合、漏電遮断器は必ず『高調波対応形』を選定してください｡

 形名  ER-EP45A  ER-EP55A1 
 呼称出力 kW  4.5  5.5 
 法定冷凍トン トン  2.5 ／ 3.0  3.0 ／ 3.5 
 吸入圧力飽和温度範囲 ℃  －45～－20  －20～－5  －45～－20  －20～－5 
 冷媒  R404A  R404A 
 据付条件 ℃  屋内設置  周囲温度　－5～＋40 
 電源  三相　200V　50Hz／60Hz  三相　200V　50Hz／60Hz 
電 
気 
特 
性

 消費電力〈注1〉 kW  4.4 ／ 5.0  6.2 ／ 7.5  5.10 ／ 5.81  6.70 ／ 8.15 
 運転電流〈注1〉 A  15.0 ／ 15.7  20.4 ／ 23.2  17.8 ／ 18.2  21.9 ／ 24.9 
 力率〈注1〉 %  84.7 ／ 91.9  87.7 ／ 93.3  82.7 ／ 92.2  88.3 ／ 94.5 
 始動電流 A  122 ／ 107  240 ／ 217 

圧 

縮 

機

 形名  ZDJ117TA  UDJ137TB-H 
 定格出力 kW  4.5  5.5 
 押しのけ量 m3/h  20.4 ／ 23.9  23.9 ／ 28.0 
 電熱器〈オイル〉 W  62  72 

冷 
凍 
機 
油

 種類  ダイヤモンドフリーズ　MEL32R  ダイヤモンドフリーズ　MEL32R 
 初期  圧縮機 L  2.8  4.9 
 充てん量  その他 L  －  － 
 正規充てん量〈注2〉 L  1.9  3.9 

 受液器  内容量 L  13.2  26 
 可溶栓

有〈高圧：機械式、低圧：デジタル式〉
有〈38A設定〉

有〈OFF：135℃、ON：115℃〉
有〈OFF：130℃、ON：108℃〉

有〈高圧〉
有〈9L〉

有〈付属〉

 有〈口径：7.2mm、溶融温度：71℃以下〉 

有〈高圧：機械式、低圧：デジタル式〉
有〈38A設定〉

有〈OFF：135℃、ON：115℃〉
有〈OFF：130℃、ON：108℃〉

有〈高圧〉
有〈7L〉

有〈付属〉

 容量制御  －  － 
 始動方式  －  － 
 高圧カット防止機能  －  － 

保 

護 

装 

置

 圧力開閉器〈高圧・低圧〉
 電磁開閉器 ･熱動過電流継電器
 温度開閉器〈吐出〉
 温度開閉器〈圧縮機インナーサーモ〉

 ヒューズ  制御回路用  250V　5A、6A、15A  250V　5A、6A、15A 
 凝縮器送風機用  250V　5A  250V　10A 

 逆相防止器  有〈基板組込〉  有〈基板組込〉 
 油温検出保護  有  有 

内 

蔵 

品

 圧力計
 サクションアキュムレータ
 油分離器  有  有 
 ドライヤ  有  有 
 サイトグラス

 付属部品  予備ヒューズ  5A、6A、15A  5A、6A、10A、15A 
 その他  チェックジョイント、据付足〈取付ボルト一式〉  － 

 外装色  鋼板仕上  鋼板仕上 
 外形寸法〈高さ×幅×奥行〉 mm 　1398×490×420　 　791×1380×613　
質 
量

 荷造質量 kg  127  194 
 製品質量 kg  125  192 

 配管寸法

〈注3〉

 
 吸入配管 mm  φ25.4S  φ31.75S 
 吐出配管 mm  φ19.05S  φ22.22S 
 液冷媒入口配管 mm  φ12.7F  φ15.88F 
 液冷媒出口配管 mm  φ12.7S  φ15.88F 

 騒音〈注4〉 dB(A)  52〈オプションパネル付：48〉 ／ 54〈オプションパネル付：49〉  60〈オプションパネル付：53〉 ／ 62〈オプションパネル付：54〉 
 推奨リモートコンデンサ  RM-P45A1  RM-P55A1  RM-P55A1  RM-P75A1
 荷造寸法〈高さ×幅×奥行〉 mm 　1430×750×470　 　800×1380×670　

電 

気 

工 

事

 電線の太さ〈注6〉 mm2〈m〉  8〈21〉  8〈15〉 
 過電流  手元 A  75  75 
 保護器  分岐 A  100  100 
 開閉器  手元 A  100  100 
 容量  分岐 A  100  100 
 制御回路配線太さ mm2  2  2 
 接地線太さ mm2  8  8 
 進相  容量 μ F  100 ／ 75  100 ／ 75 
 コンデンサ kVA  1.26 ／ 1.13  1.26 ／ 1.13 
（圧縮機）  電線太さ mm2  5.5  5.5 

冷 

凍 

能 

力 

〈注7〉

 蒸発温度 

 － 5℃ kW  14.4 ／ 17.3  18.8 ／ 21.1 
 － 10℃ kW  12.5 ／ 15.0  16.0 ／ 18.0 
 － 12℃ kW  11.8 ／ 14.1  15.0 ／ 16.9 
 － 15℃ kW  10.6 ／ 12.7  13.5 ／ 15.3 
 － 17℃ kW  9.87 ／ 11.8  12.6 ／ 14.3 
 － 20℃ kW  8.74 ／ 10.5  11.3 ／ 12.8 
 － 25℃ kW  7.22 ／ 8.63  9.29 ／ 10.6 
 － 30℃ kW  5.93 ／ 6.98  7.58 ／ 8.75 
 － 35℃ kW  4.99 ／ 5.70  6.13 ／ 7.16 
 － 40℃ kW  4.05 ／ 4.72  4.96 ／ 5.90 
 － 45℃ kW  3.11 ／ 3.74  4.03 ／ 4.87 

屋内設置（オプションパネル取付けにより屋外設置可）周囲温度　－5～＋40
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注　１．測定条件は推奨リモートコンデンサ組合わせ時のもので、次のとおりです。
　　　凝縮温度：35℃、蒸発温度：－10℃、吸入ガス温度：18℃、サブクール：5K
　　　運転周波数：70Hz
　２．配管寸法欄　記号 F：フレア接続、記号S：ろう付接続
　３．延長配管長が30mを超える場合には吐出管は1ランク大きく施行お願いします。
　４．騒音値の測定条件は推奨リモートコンデンサ組合わせ時のもので、次のとおりです。
　　　凝縮温度：35℃、蒸発温度：－10℃、運転周波数：60Hz
　　　測定場所：無音響室相当でユニット前面より距離1m、高さ1m
　　　なお、吸・排気口のあるユニット背面の騒音は表示値より大きくなります。
　５．ユニットクーラとの組合わせで、ご使用になる場合には、当社製クーラとの組合わせでご使用
　　　お願いします。
　６．測定条件は推奨リモートコンデンサ組合わせ時のもので、次のとおりです。
　　　冷却水入口温度：32℃、冷却水出口温度：37℃、蒸発温度：－10℃、吸入ガス温度：18℃
　　　サブクール：5K
　　　運転周波数：70Hz
　　　冷却水量：60L/min、冷却水汚れ係数：0.086m2K/kW
　７．製品仕様は改良などのため、予告なしに変更する場合があります。
　８．電線の太さ欄〈　〉内の数字は、電圧降下2Vの最大こう長を示します。
　９．測定条件は推奨リモートコンデンサ組合わせ時のもので、次のとおりです。
　　　凝縮温度：35℃、吸入ガス温度：18℃、サブクール：5K
　　　運転周波数：70Hz

１０．電源には必ず漏電遮断器を取付けてください。
　　　漏電遮断器の選定は以下を目安に選定してください。
　　　※なお、漏電電流は配線長、配線経路、また周囲に高周波を発生する設備の有無などにより
　　　異なります。詳細は、各漏電遮断器メーカ窓口にお問い合わせください。

ユニット呼称出力 設定値 三菱電機製形名
 2.2kW以下  感度電流　15mA　0.1s NV-30C  
 2.2kWを超え、5.5kW未満  感度電流　30mA　0.1s NV-30C  
 5.5kWを超え、16.5kW未満  感度電流　100mA　0.1s   NV-100C
 16.5kWを超え、33.5kW未満  感度電流　100～ 200mA　0.1s   NV-225C
インバータ圧縮機搭載ユニットの場合、漏電遮断器は必ず『高調波対応形』を選定してください｡

 形名  ERV-EP45A1 
 呼称出力 kW  4.5 
 法定冷凍トン トン  3.2 
 吸入圧力飽和温度範囲 ℃  － 20～－5 
 冷媒  R404A 
 据付条件 ℃
 電源  三相　200V　50Hz ／ 60Hz 
電 
気 
特 
性

 消費電力〈注1〉 kW
 運転電流〈注1〉 A
 力率〈注1〉 %
 始動電流 A  15 ／ 15 

 出力周波数 Hz  20 ～ 80 
 冷凍能力〈注1〉 kW
 冷凍能力〈注6〉 kW
圧 

縮 

機

 形名  HDB92FA 
15.8（80Hz運転時：18.0）
17.1（80Hz運転時：19.5）

92.9（80Hz運転時：93.3）
17.4（80Hz運転時：19.8）
5.6（80Hz運転時：6.4）

屋内設置周囲温度　＋5～＋40（ただし、凍結防止処理の場合－5～＋40）

 定格出力 kW  4.5 
 押しのけ量 m3/h  26.3 
 電熱器〈オイル〉 W  45 

冷 
凍 
機 
油

 種類  ダイヤモンドフリーズ　MEL32 
 初期  圧縮機 L  3 
 充てん量  その他 L  － 
 正規充てん量 L  3 

 受液器  内容量 L  13.2 
 可溶栓  有〈口径：7.2mm、溶融温度：71℃以下〉 

 容量制御  インバータ方式〈0－25～ 100％〉 
 始動方式  インバータ始動 
 高圧カット防止機能  有 

保 

護 

装 

置

 圧力開閉器〈高圧・低圧〉
 過電流保護
 温度開閉器〈吐出〉
 温度開閉器〈圧縮機インナーサーモ〉  － 

 ヒューズ  制御回路用 　250V　2A、3A、6A× 2　
 凝縮器送風機用  － 

 逆相防止器  有〈基板組込〉 
 油温検出保護  有 

内 

蔵 

品

 圧力計
 サクションアキュムレータ
 油分離器  有 
 ドライヤ  有 

有〈付属〉

有〈9L〉
有〈高圧〉

有〈OFF：135℃、ON：115℃〉
有〈41A設定〉

有〈高圧：機械式、低圧：デジタル式〉

 サイトグラス

 付属部品  予備ヒューズ  2A、3A、6A 
 その他  チェックジョイント 

 外装色  鋼板仕上 
 外形寸法〈高さ×幅×奥行〉 mm 　1398× 690× 505　
質 
量

 荷造質量 kg  149 
 製品質量 kg  146 

 配管寸法 

〉2注〈 

 吸入配管 mm  φ 25.4S 
 吐出配管〈注3〉 mm  φ 19.05S 
 液冷媒入口配管 mm  φ 12.7F 
 液冷媒出口配管 mm  φ 12.7F 

 騒音〈注4〉 dB(A)  61 
 推奨リモートコンデンサ RMW-P75A
 荷造寸法〈高さ×幅×奥行〉 mm 　1430× 750× 540　

電 

気 

工 

事

 電線の太さ〈注8〉 mm2〈m〉  8〈14〉 
 過電流  手元 A  50 
 保護器  分岐 A  50 
 開閉器  手元 A  60 
 容量  分岐 A  60 
 制御回路配線太さ mm2  2 
 接地線太さ mm2  8 
 進相  容量 μ F  取付不可 
 コンデンサ kVA  取付不可 
（圧縮機）  電線太さ mm2  取付不可 

冷 

凍 

能 

力 

〈注9〉

 蒸発温度 

 － 5℃ kW  20.5 
 － 10℃ kW  17.1 
 － 12℃ kW  15.8 
 － 15℃ kW  14.1 
 － 17℃ kW  13.1 
 － 20℃ kW  11.6 
 － 25℃ kW  － 
 － 30℃ kW  － 
 － 35℃ kW  － 
 － 40℃ kW  － 
 － 45℃ kW  － 

＜1-2＞ リモート水冷式
（1）中温用リモート水冷式インバータ
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注　１．測定条件は推奨リモートコンデンサ組合わせ時のもので、次のとおりです。
　　　凝縮温度：35℃、蒸発温度：－10℃、吸入ガス温度：18℃、サブクール：5K
　２．正規充てん量は、圧縮機油面窓中心での油量を示します。
　３．配管寸法欄　記号 F：フレア接続、記号S：ろう付接続
　４．騒音値の測定条件は推奨リモートコンデンサ組合わせ時のもので、次のとおりです。
　　　凝縮温度：35℃、蒸発温度：－40℃
　　　測定場所：無音響室相当でユニット前面より距離1m、高さ1m
　　　なお、吸・排気口のあるユニット右側面の騒音は表示値より大きくなります。
　　　（EP22A、EP30A、EP37A、EP45Aのみ）
　５．測定条件は推奨リモートコンデンサ組合わせ時のもので、次のとおりです。
　　　冷却水入口温度：32℃、冷却水出口温度：37℃、蒸発温度：－10℃、吸入ガス温度：18℃
　　　サブクール：5K
　　　冷却水量：25L/min（50Hz）、30L/min（60Hz）（EP22Aの場合）
　　　　　　　　34L/min（50Hz）、40L/min（60Hz）（EP30Aの場合）
　　　　　　　　41L/min（50Hz）、49L/min（60Hz）（EP37Aの場合）
　　　　　　　　52L/min（50Hz）、62L/min（60Hz）（EP45Aの場合）
　　　　　　　　64L/min（50Hz）、75L/min（60Hz）（EP55A1の場合）

2K/kW
　　　冷却水汚れ係数：0.086m
　６．製品仕様は改良などのため、予告なしに変更する場合があります。
　７．電線の太さ欄〈　〉内の数字は、電圧降下2Vの最大こう長を示します。
　８．測定条件は推奨リモートコンデンサ組合わせ時のもので、次のとおりです。
　　　凝縮温度：35℃（EP22A、30A、55A1）40℃（EP37A、45A）、吸入ガス温度：18℃
　　　サブクール：5K

　９．電源には必ず漏電遮断器を取付けてください。
　　　漏電遮断器の選定は以下を目安に選定してください。
　　　※なお、漏電電流は配線長、配線経路、また周囲に高周波を発生する設備の有無などにより
　　　異なります。詳細は、各漏電遮断器メーカ窓口にお問い合わせください。

ユニット呼称出力 設定値 三菱電機製形名
 2.2kW以下  感度電流　15mA　0.1s NV-30C  
 2.2kWを超え、5.5kW未満  感度電流　30mA　0.1s NV-30C  
 5.5kWを超え、16.5kW未満  感度電流　100mA　0.1s   NV-100C
 16.5kWを超え、33.5kW未満  感度電流　100～ 200mA　0.1s   NV-225C
インバータ圧縮機搭載ユニットの場合、漏電遮断器は必ず『高調波対応形』を選定してください｡

 形名  ER-EP22A  ER-EP30A  ER-EP37A  ER-EP45A  ER-EP55A1
 呼称出力 kW  2.2  3.0  3.7  4.5  5.5 
 法定冷凍トン トン  1.2 ／ 1.5  1.6 ／ 1.9  2.0 ／ 2.3  2.5 ／ 3.0  3.0 ／ 3.5 
 吸入圧力飽和温度範囲 ℃  － 45～－5  － 45～－5  － 45～－5  － 45～－5  － 45～－5 
 冷媒  R404A  R404A  R404A  R404A  R404A 

 据付条件 ℃
 屋内設置（オプションパネル取付けにより
屋外設置可）周囲温度　＋5～＋40

（ただし、凍結防止処理の場合－5～＋40）

 屋内設置（オプションパネル取付けにより
屋外設置可）周囲温度　＋5～＋40

（ただし、凍結防止処理の場合－5～＋40）

 屋内設置（オプションパネル取付けにより
屋外設置可）周囲温度　＋5～＋40

（ただし、凍結防止処理の場合－5～＋40）

 屋内設置（オプションパネル取付けにより
屋外設置可）周囲温度　＋5～＋40

（ただし、凍結防止処理の場合－5～＋40）

屋内設置  周囲温度　＋5～＋40

（ただし、凍結防止処理の場合－5～＋40）
 電源 三相　200V　50Hz ／ 60Hz 三相　200V　50Hz ／ 60Hz 三相　200V　50Hz ／ 60Hz 三相　200V　50Hz ／ 60Hz 三相　200V　50Hz ／ 60Hz
電 
気 
特 
性

 消費電力〈注1〉 kW  2.5 ／ 3.1  3.2 ／ 3.9  3.8 ／ 4.6  5.1 ／ 6.1  5.9 ／ 7.1 
 運転電流〈注1〉 A  8.5 ／ 9.7  10.9 ／ 12.2  12.6 ／ 14.4  16.8 ／ 18.8  20.1 ／ 23.3 
 力率〈注1〉 %  84.9 ／ 92.3  84.7 ／ 92.3  87.1 ／ 92.2  87.6 ／ 93.7  84.7 ／ 88.0 
 始動電流 A  76 ／ 67  86 ／ 75  109 ／ 94  122 ／ 107  240 ／ 217 

 冷凍能力〈注1〉 kW  7.22 ／ 8.56  9.77 ／ 11.4  11.8 ／ 13.9  14.8 ／ 17.5  17.0 ／ 20.1 
 冷凍能力〈注5〉 kW  6.70 ／ 7.50  9.00 ／ 10.0  10.6 ／ 12.5  13.2 ／ 15.0  16.0 ／ 19.0 
圧 

縮 

機

 形名  ZDJ055TA  ZDJ075TA  ZDJ092TA  ZDJ117TA  UDJ137TB-H 
 定格出力 kW  2.2  3.0  3.7  4.5  5.5 
 押しのけ量 m3/h  9.9 ／ 11.6  13.2 ／ 15.4  16.1 ／ 18.9  20.4 ／ 23.9  23.9 ／ 28.0 
 電熱器〈オイル〉 W  62  62  62  62  72 

冷 
凍 
機 
油

 種類 ダイヤモンドフリーズ　MEL32R ダイヤモンドフリーズ　MEL32R ダイヤモンドフリーズ　MEL32R ダイヤモンドフリーズ　MEL32R ダイヤモンドフリーズ　MEL32R
 初期  圧縮機 L  2.3  2.3  2.8  2.8  4.9 
 充てん量  その他 L  －  －  －  －  － 
 正規充てん量〈注2〉 L  1.3  1.3  1.9  1.9  3.9 

 受液器  内容量 L  6.5  13.2  13.2  13.2  26 
 可溶栓 有〈口径：7.2mm、溶融温度：71℃以下〉 有〈口径：7.2mm、溶融温度：71℃以下〉 有〈口径：7.2mm、溶融温度：71℃以下〉 有〈口径：7.2mm、溶融温度：71℃以下〉 有〈口径：7.2mm、溶融温度：71℃以下〉

 容量制御  －  －  －  －  － 
 始動方式  －  －  －  －  － 
 高圧カット防止機能  －  －  －  －  － 

保 

護 

装 

置

 圧力開閉器〈高圧・低圧〉 有〈高圧：機械式、低圧：デジタル式〉有〈高圧：機械式、低圧：デジタル式〉有〈高圧：機械式、低圧：デジタル式〉有〈高圧：機械式、低圧：デジタル式〉有〈高圧：機械式、低圧：デジタル式〉
 電磁開閉器・熱動過電流継電器  〉定設A12〈 有  〉定設A72〈 有  〉定設A72〈 有  〉定設A83〈 有  〉定設A83〈 有 
 温度開閉器〈吐出〉 有〈OFF：135℃、ON：115℃〉有〈OFF：135℃、ON：115℃〉有〈OFF：135℃、ON：115℃〉有〈OFF：135℃、ON：115℃〉有〈OFF：135℃、ON：115℃〉
 温度開閉器〈圧縮機インナーサーモ〉 有〈OFF：130℃、ON：108℃〉有〈OFF：130℃、ON：108℃〉有〈OFF：130℃、ON：108℃〉有〈OFF：130℃、ON：108℃〉有〈OFF：130℃、ON：108℃〉

 ヒューズ  制御回路用  250V　5A、6A、15A  250V　5A、6A、15A  250V　5A、6A、15A  250V　5A、6A、15A  250V　5A、6A、15A 
 凝縮器送風機用  －  －  －  －  250V　10A 

 逆相防止器  有〈基板組込〉  有〈基板組込〉  有〈基板組込〉  有〈基板組込〉  有〈基板組込〉 
 油温検出保護  －  有  有  有  有 

内 

蔵 

品

 圧力計  〉圧高〈 有  〉圧高〈 有  〉圧高〈 有  〉圧高〈 有  〉圧高〈 有 
 サクションアキュムレータ  〉L4〈 有  〉L9〈 有  〉L9〈 有  〉L9〈 有  〉L7〈 有 
 油分離器  有  有  有  有  有 
 ドライヤ  有  有  有  有  有 
 サイトグラス  〉属付〈 有  〉属付〈 有  〉属付〈 有  〉属付〈 有  〉属付〈 有 

 付属部品  予備ヒューズ  5A、6A、15A  5A、6A、15A  5A、6A、15A  5A、6A、15A  5A、6A、10A、15A 
 その他 チェックジョイント、据付足〈取付ボルト一式〉チェックジョイント、据付足〈取付ボルト一式〉チェックジョイント、据付足〈取付ボルト一式〉チェックジョイント、据付足〈取付ボルト一式〉  － 

 外装色  鋼板仕上  鋼板仕上  鋼板仕上  鋼板仕上  鋼板仕上 
 外形寸法〈高さ×幅×奥行〉 mm 　1398× 490× 420　 　1398× 490× 420　 　1398× 490× 420　 　1398× 490× 420　 　791× 1380× 613　
質 
量

 荷造質量 kg  115  121  127  127  194 
 製品質量 kg  113  119  125  125  192 

 配管寸法

〈注3〉 

 吸入配管 mm  φ 19.05S  φ 25.4S  φ 25.4S  φ 25.4S  φ 31.75S 
 吐出配管 mm  φ 15.88S  φ 15.88S  φ 19.05S  φ 19.05S  φ 22.22S 
 液冷媒入口配管 mm  φ 9.52F  φ 12.7F  φ 12.7F  φ 12.7F  φ 15.88F 
 液冷媒出口配管 mm  φ 9.52S  φ 12.7S  φ 12.7S  φ 12.7S  φ 15.88F 

 騒音〈注4〉 dB(A) 50〈オプションパネル付：45〉
／ 52〈オプションパネル付：46〉

50〈オプションパネル付：46〉
／ 52〈オプションパネル付：47〉

52〈オプションパネル付：47〉
／ 54〈オプションパネル付：48〉

52〈オプションパネル付：48〉
／ 54〈オプションパネル付：49〉

60〈オプションパネル付：53〉
／ 62〈オプションパネル付：54〉

 推奨リモートコンデンサ  RMW-P30A  RMW-P30A  RMW-P45A  RMW-P45A  RMW-P75A
 荷造寸法〈高さ×幅×奥行〉 mm 　1430× 750× 470　 　1430× 750× 470　 　1430× 750× 470　 　1430× 750× 470　 　800× 1380× 670　

電 

気 

工 

事

 電線の太さ〈注7〉 mm2〈m〉  3.5〈18〉  3.5〈15〉  5.5〈18〉  8〈21〉  8〈15〉 
 過電流  手元 A  30  30  50  75  75 
 保護器  分岐 A  50  50  60  100  100 
 開閉器  手元 A  30  30  60  100  100 
 容量  分岐 A  60  60  60  100  100 
 制御回路配線太さ mm2  2  2  2  2  2 
 接地線太さ mm2  2  3.5  5.5  8  8 
 進相  容量 μ F  50 ／ 40  50 ／ 40  75 ／ 50  100 ／ 75  100 ／ 75 
 コンデンサ kVA  0.63 ／ 0.60  0.63 ／ 0.60  0.94 ／ 0.75  1.26 ／ 1.13  1.26 ／ 1.13 
（圧縮機）  電線太さ mm2  5.5  5.5  5.5  5.5  5.5 

冷 

凍 

能 

力 

〈注8〉

 蒸発温度 

 － 5℃ kW  8.50 ／ 10.1  11.6 ／ 13.5  13.1 ／ 15.4  16.4 ／ 19.3  20.2 ／ 24.1 
 － 10℃ kW  7.22 ／ 8.56  9.77 ／ 11.4  11.0 ／ 13.0  13.9 ／ 16.3  17.0 ／ 20.1 
 － 12℃ kW  6.73 ／ 7.97  9.09 ／ 10.7  10.3 ／ 12.2  13.0 ／ 15.2  15.8 ／ 18.7 
 － 15℃ kW  6.04 ／ 7.11  8.09 ／ 9.56  9.17 ／ 10.9  11.6 ／ 13.6  14.1 ／ 16.7 
 － 17℃ kW  5.62 ／ 6.66  7.55 ／ 8.93  8.54 ／ 10.1  10.8 ／ 12.6  13.1 ／ 15.5 
 － 20℃ kW  5.04 ／ 5.95  6.74 ／ 7.98  7.61 ／ 9.04  9.63 ／ 11.3  11.6 ／ 13.7 
 － 25℃ kW  4.12 ／ 4.87  5.49 ／ 6.53  6.19 ／ 7.38  7.87 ／ 9.19  9.35 ／ 11.1 
 － 30℃ kW  3.33 ／ 4.00  4.45 ／ 5.32  4.99 ／ 6.01  6.41 ／ 7.46  7.51 ／ 8.99 
 － 35℃ kW  2.70 ／ 3.17  3.56 ／ 4.23  3.99 ／ 4.78  5.13 ／ 5.94  5.91 ／ 7.04 
 － 40℃ kW  2.20 ／ 2.58  2.88 ／ 3.40  3.25 ／ 3.86  4.16 ／ 4.85  4.70 ／ 5.63 
 － 45℃ kW  1.76 ／ 2.14  2.31 ／ 2.78  2.59 ／ 3.11  3.30 ／ 3.86  3.88 ／ 4.61 

（2）中・低温用リモート水冷式
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注1．測定条件は次の通りです。
  凝縮温度：35℃、蒸発温度：ー10℃、吸込ガス温度：18℃、サブクール：5K
 　2．正規充てん量は圧縮機油面窓中心での油量を示します。
 　3．配管寸法欄　記号F：フレア接続、記号S：ロウ付接続
 　4．騒音値の測定条件は次の通りです。
  凝縮温度：35℃、蒸発温度：ー40℃
  測定場所：無響音室でユニット前面より距離1m、高さ1m
 　5．配線の太さ欄 〈　〉内の数字は、電圧降下2Vの最大こう長を示します。
　6．（　）内数値は参考値です。
 　7．製品仕様は改良等の為、変更する場合があります。

形名
項目

3.0
1.6／1.9

3.2／3.9
10.9／12.2
84.7／92.3
86／75
9.8／11.4
ZDJ075TA

3.0
13.2／15.4

62

53 以下
38

8.4
ー

有〈27A設定〉

有〈4L〉

チェックジョイント

844×567×780
121
120

φ25.4S
φ12.7F
1
1

（ 58／60 ）
844×567×790
3.5 〈15〉
30
50
30
60

3.5

－

50／40
0.63／0.60

2.3
1.3

ー

内容量
可溶栓

サイトグラス
予備ヒューズ
その他

吸入配管
液配管
冷却水入口
冷却水出口

手元
分岐
手元
分岐

太さ

ERW-EP22A1-WR（-R）ERW-EP30A1-WR（-R）ERW-EP37A1-WR（-R）ERW-EP55A1-WR（-R）ERW-EP75A1-WR（-R）
2.2

1.2／1.5

2.5／3.1
8.5／9.7
84.9／92.3
76／67
7.2／8.6
ZDJ055TA

2.2
9.9／11.6

26 以下
35

有〈21A設定〉

111
110

φ19.05S
φ9.52F

（ 58／60 ）

3.5 〈18〉
30
50
30
60

2

－

延長配管相当長
圧力開閉器 （高圧・低圧）
電磁開閉器・熱動過電流継電器
温度開閉器（圧縮機・吐出菅）
温度開閉器（圧縮機インナーサーモ）
ヒューズ  （操作回路用）
逆相防止器
油温検出保護
圧力計
サクションアキュムレータ
油分離器
ドライヤ

受液器

形名
定格出力
押しのけ量
電熱器（オイル）
種類
初期充てん量
正規充てん量〈注2〉
形式
最大冷却水量
水圧損失（最大冷却水量時）
最高使用水圧

冷凍能力〈注1〉

呼称出力
法定冷凍トン
吸入圧力飽和温度範囲
冷媒

据付条件

電源
消費電力〈注1〉
運転電流〈注1〉
力率〈注1〉
始動電流

kW
トン
℃

℃

kW
A
％
A
kW

kW
m3/ｈ
W

L
L

L/min
kPa
MPa
L

m

mm
kg
kg
mm
mm
Rc
Rc
dB（A）
mm

mm2〈m〉
A
A
A
A
mm2

mm2

μF
kVA
mm2

配管寸法
〈注3〉

荷造質量
製品質量

付属部品

電線の太さ  〈注5〉

過電流保護器

開閉器容量

制御回路配線太さ
接地線太さ

容量進相
コンデンサ
（圧縮機）

騒音〈注4〉
荷造寸法  （幅×奥行×高さ）

高圧ガス保安法区分

外装色
外形寸法（幅×奥行×高さ）

冷
凍
機
油

圧
縮
機

電
気
特
性

凝
縮
器

保
護
装
置

内
蔵
品

質
量

電
気
工
事

3.7
2.0／2.3
ー45 ～ー5
R404A

屋内設置・周囲温度+ 5～+40
〈凍結防止処理の場合ー5～+40〉

三相 200V 50／60Hz
3.8／4.6
12.6／14.4
87.1／92.2
109／94
11.8／13.9
ZDJ092TA

3.7
16.1／18.9

ダイヤモンドフリーズ MEL32R
2.8
1.9

二重管式
53以下
38

常用0.7以下〈限界1.0〉

50 以下
有（高圧：機械式 、2.65～2.75MPa、低圧：デジタル式）

有〈27A設定〉
有〈OFF：135℃、ON：115℃〉
有〈OFF：130℃、ON：108℃〉
 250V  5A、 6A、15A

有 〈基板組込〉

有 〈高圧〉

有
有
有

 250V  5A、 6A、15A

鋼板仕上

126
125

φ25.4S
φ12.7F

（58／60）

5.5〈18〉
50
60
60
60
2
5.5

75／50
0.94／0.75

－

7.5
3.6／4.2

6.95／8.38
21.5／25.7
93.3／94.1
240／217
19.2／23.3
UDJ165TBーH

7.45
28.7／33.7

105以下
49

有〈50A設定〉

188
187

1ー1／2
1ー1／2
（61／63）

14〈24〉
100

14
150／100
1.88／1.51

8
－

5.5
3.0／3.5

5.9／7.1
20.1／23.3
84.7／88.0
240／217
17.0／20.1
UDJ137TBーH

5.5
23.9／28.0

80以下
39

有〈38A設定〉

有

183
182

1ー1／4
1ー1／4
（60／62）

8〈15〉
75

8
100／75
1.26／1.13

－
5.5

72

4.9
3.9

17
有〈口径φ7.2mm、溶融温度71℃以下〉

有〈7L〉

ー

994×567×780

φ31.75S
φ15.88F

994×567×790

100
100
100

＜1-3＞ 一体水冷式・WR形
（1）中・低温用一体水冷式
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※リプレースフィルタは、コンデンシングユニットとのセット販売となります（別梱包）。スクロールコンデンシングユニット用リプレースフィルタ
項目 形名

液管
ガス管 〈注3〉

ユニットクーラの場合

ショーケースの場合

液配管 〈入口〉 〈注7〉
液配管 〈出口〉 〈注7〉

適合コンデンシングユニット 〈注1〉

冷媒
使用条件
接続条件
再利用対象 〈注2〉

対応可能な配管長さ 〈注15〉

対応可能な冷却器

異物除去方法
リプレース運転時間
使用回数 〈注6〉
外形寸法（全長）
質量
付属品

配管寸法

〈ｋW〉

℃

m
m

〈㎜〉
〈㎏〉

〈㎜〉
〈㎜〉

1系統に接続されているユニットクーラ2台まで
（ただし、1系統に3台以上のユニットクーラが接続
されている場合は、総負荷容量の70%まで） 〈注4〉

1系統に接続されている
総負荷容量の70%まで 〈注4〉

接続するコンデンシングユニットによる
液配管（コンデンシングユニット出口）へ接続

既設配管・冷却器

フィルタによる異物吸着
2時間（R410A, R404Aユニットにて実施）

1回
558
2.1

接続ジョイント2種類×2　（φ9.52、φ12.7の配管と接続時に使用）
φ15.88S（付属のジョイント使用によりφ9.52Sまたはφ12.7S）
φ15.88S（付属のジョイント使用によりφ9.52Sまたはφ12.7S）

当社R404Aスクロールコンデンシングユニット
2.2～15.0〈注11,注14〉

当社R410Aスクロールコンデンシングユニット
2.2、3.0、7.5～33.5〈注10,注12〉

R410A

最大100m
最大100m

－

－

R404A

最大50m
最大50m

R-F75A（スクロールコンデンシングユニット用リプレースフィルタ）

注 1. 接続可能なユニットは当社R410A,R404A対応スクロールコンデンシングユニットの
みとなります。

  他社製品へのリプレース対応はできません。
 2. 既設配管は現地で施工されている吸入配管、液配管を示します。
  冷却器の再利用可否は各メーカーへ問い合わせください。
  なお、再利用時には膨張弁と電磁弁をR410A、R404A対応品へ交換してください。
 3. リモート機の場合は、吐出延長配管と吸入ガス延長配管の合計が100m以下まで対

応可能です。
 4. （例）1台のコンデンシングユニットに同じ容量の冷却器（ショーケース、ユニットクーラ） 

 が10台接続されている場合、7台まで対応可能です。
  なお、冷却器の再利用可否は各メーカーへ問い合わせください。
 5. R404Aコンデンシングユニットによるリプレースにて、上記の対応条件を満たせない

場合は、以下のいずれかの方法を実施してください。
   ・本フィルタによるリプレース運転実施後に、圧縮機油中
    の鉱油混合率が右記になるまで油交換を繰返し実施
    してください。
   ・当社リプレースキットまたは日冷工方式による既設配管再利用を実施してください。

 6. リプレース運転後に製品のボールバルブの開閉操作により冷媒回路を切替え、冷却
運転中に冷媒がフィルタを流れないようにしてください。また、一度使用したフィルタを
再利用しないでください。

 7. 配管寸法欄　記号S:ろう付接続
 8. 製品には出荷時に乾燥窒素ガスを封入しています。
 9. 現地接続配管径は使用するコンデンシングユニット仕様書に記載している適正配管

径の１ランクアップまでとしてください。
 10. R410Aコンデンシングユニット容量15.0～22.5kW対応はリプレースフィルタを2個

並列、26.0～33.5kW対応はリプレースフィルタを3個並列に接続してください。
 11. R404Aコンデンシングユニット容量9.7～15.0kW対応は、リプレースフィルタを2個

並列に接続してください。
 12. R410Aコンデンシングユニットによるリプレースは、リプレース運転後に鉱油混合率

の確認を行い、鉱油混合率が6wt％以下になるまで油交換を繰返し実施してください。
  または日冷工方式による既設配管再利用を実施してください。
 13. 製品仕様は改良のため、予告なく変更する場合があります。
 14. R404Aコンデンシングユニット容量15.0kW以上対応については、リプレースキットを

2台使用することで対応してください。
 15. 対応可能な配管長さは機種によって異なります。各機種の最大配管長さ以内でご使

用下さい。

R404A
鉱油混合率
10wt％以下

＜1-4＞ リプレースフィルタ<バイパス回路付>
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配管通し穴

配管通し穴

吸入配管
φ25.4ろう付 b

冷媒液出口配管
φ12.7フレア a

ドライヤ

液冷媒入口配管
φ12.7フレアc

吐出配管
φ19.05ろう付 d

配管通し穴

配管･配線通し穴
配管通し穴

配管･リフト爪通し穴

1.サービススペース 2.据付ボルト
M12の据付ボルトでユニットの据付足を4カ所
強固に固定してください。
（据付ボルト、座金、ナットは現地手配です。）

サービススペースには下図の
寸法が必要になります。

基礎

1
0
0
以
上

ユニット吸排気スペース

100以上

5
0
0
以
上

基礎

防振パッド

圧力表示窓〈低圧〉

排気口

制御箱

圧力計〈高圧〉

リフト爪通し穴

据付穴4-15×22長穴
〈M12ボルト〉

配管通し穴

配管通し穴 配管通し穴

吸気口

吸気口

cd

b
a

80

420690

1
3
9
8

50

4
0

4
6
0

2
3

10
0

3
0
9 2
2
5

80
1
0
5 21130

142

98
143
211

3
4
9

2
5
1

1
3
7

1
5
4

65

4
0
7

3
2
2

1
8
8 2
8
8

400

80
2
8

200210

505

82 82

3
3

3
3

40

40

19095

80

2
8
80

200
80

40

95190

＜2-1＞ リモート空冷式・水冷式
（1）中温用リモート空冷式・水冷式インバータ

 ● ERV-EP45A1

<2>外形寸法図
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ドライヤ 

B D 
E 

C 

A-A 

2.据付ボルト  
M12の据付ボルトでユニットの据付足を基礎に4カ所  
強固に固定してください。 
（据付ボルト、座金、ナットは現地手配です。）  

サービススペースには下図の 
寸法が必要になります。 

1.サービススペース 

吐出配管 
φ15.88ロウ付 E 

液冷媒入口配管 
φ12.7フレア D 吸入配管 

φ25.4ロウ付 C 
冷媒液出口配管 
φ12.7ロウ付 B 

基礎 
防振パッド M8ボルト 

据付足〈付属品〉 

M12据付ボルト 

M12据付ボルト 

3.据付ボルト（据付足を使用する場合） 
ユニット内に付属している据付足をユニットの 
右図の位置に取付けてください｡ 
M8ボルト、ナット、座金はユニット内に各6個 
付属しています｡ 
またM12の据付ボルトでユニット据付足を基礎に 
４カ所、強固に固定してください。 
（据付ボルト、座金、ナットは現地手配です。） 

据付足〈付属品〉 

据付穴4-φ16丸穴〈据付足:付属品による据付の場合〉 
〈M12ボルト〉 

油面窓 

制御箱 
圧力表示窓〈低圧〉 

圧力計〈高圧〉 

据付穴4-15×22長穴 
〈M12ボルト〉 

配管･配線通し穴 
配管通し穴 

吸気口 
排気口 

配管通し穴 

配管通し穴 

配管通し穴 

配管通し穴 配管･リフト爪通し穴 配管･リフト爪通し穴 

配管接続位置 

A A 

ユニット吸排気スペース 

40 40 37 

5
0
0
以
上
 

100以上 

3
2
7
 

14
9 

75 

45 

（504） 

37 45 

4
6
4
 

2
0
 300 

30 
92 

30 

4
0
7
 

3
3
 

3
4
5
 

3
4
2
 

1
3
9
8
 

6
0
 

1
6
0
 

140 

2
8
4
 

8
0
 

45 

3
0
 

3
5
4
 4
8
 

4
8
 

6
2
 

212 
150 

321 

12
3 

92
 

18 200 2
8
 8
0
 

200 2
8
 
80
 

190 95 

8
0
 

190 95 

8
0
 

490 420 

ドライヤ 

B D 
E 

C 

A-A 

2.据付ボルト 
M12の据付ボルトでユニットの据付足を基礎に4カ所 
強固に固定してください。  
（据付ボルト、座金、ナットは現地手配です。）  

サービススペースには下図の 
寸法が必要になります。 

1.サービススペース 

吐出配管 
φ15.88ロウ付 E 

液冷媒入口配管 
φ9.52フレア D 

吸入配管 
φ19.05ロウ付 C 

冷媒液出口配管 
φ9.52ロウ付 B 

基礎 
防振パッド M8ボルト 

据付足〈付属品〉 

M12据付ボルト 

M12据付ボルト 

3.据付ボルト（据付足を使用する場合） 
ユニット内に付属している据付足をユニットの 
右図の位置に取付けてください｡ 
M8ボルト、ナット、座金はユニット内に各6個 
付属しています｡ 
またM12の据付ボルトでユニット据付足を基礎に 
４カ所、強固に固定してください。 
（据付ボルト、座金、ナットは現地手配です。） 

据付足〈付属品〉 

据付穴4-φ16丸穴〈据付足:付属品による据付の場合〉 
〈M12ボルト〉 

油面窓 

制御箱 
圧力表示窓〈低圧〉 

圧力計〈高圧〉 

据付穴4-15×22長穴 
〈M12ボルト〉 

配管･配線通し穴 
配管通し穴 

吸気口 
排気口 

配管通し穴 

配管通し穴 

配管通し穴 

配管通し穴 配管･リフト爪通し穴 配管･リフト爪通し穴 

配管接続位置 

A A 

ユニット吸排気スペース 

40 40 37 

5
0
0
以
上
 

100以上 

3
2
7
 

14
9 

75 

45 

（504） 

37 45 

4
6
4
 

2
0
 300 

30 
92 

30 

3
7
5
 

3
3
 

3
4
5
 

3
4
2
 

1
3
9
8
 

6
0
 

1
6
0
 

140 

2
8
4
 

8
0
 

45 

3
0
 

3
5
4
 
4
8
 

4
8
 

6
2
 

215 
150 

321 

12
3 

93
 

18 200 2
8
 8
0
 

200 2
8
 8
0 

190 95 

8
0
 

190 95 
8
0
 

490 420 

 ● ER-EP30A

 ● ER-EP22A

（2）中・低温用リモート空冷式・水冷式
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配管接続位置 

A-A 

A A 

C 

B D 
E 

6
2
 

4
0
7
 

1
6
7
 
3
4
2
 

8
0
 

1
3
9
8
 

2
8
 

6
0
 

4
8
 

4
8
 1
6
0
 

2
8
4
 

4
6
4
 

3
5
4
 

3
0
 

8
0
 

2
0
 

80
 

2
8
 

8
0
 

3
4
5
 

8
0
 

3
3
 

92
 

12
3 

13
6 

113 
150 
212 
321 

液冷媒入口配管 
φ12.7フレア D 

吐出配管 
φ19.05ロウ付 E 

配管通し穴 

吸入配管 
φ25.4ロウ付 C 

冷媒液出口配管 
φ12.7ロウ付 B 

40 
95 37 190 配管通し穴 

配管･配線通し穴 
配管通し穴 

据付穴4-φ16丸穴〈据付足:付属品による据付の場合〉〈M12ボルト〉 
据付穴4-15×22長穴 〈M12ボルト〉 300 

140 
92 

30 

30 45 

1.サービススペース 2.据付ボルト 

3.据付ボルト（据付足を使用する場合） 

サービススペースには下図の寸法が 
必要になります。 

100以上 

5
0
0
以
上
 

ユニット吸排気スペース 

490 

制御箱 

圧力計〈高圧〉 

ドライヤ

配管･リフト爪通し穴 

18 200 

据付足〈付属品〉 

油面窓 

圧力表示窓〈低圧〉 420 

吸気口 
排気口 

配管通し穴 

配管通し穴 

45 45 95 190 
37 40
（504） 

配管･リフト爪通し穴 

200 

M12据付ボルト 

M12据付ボルト 

M8ボルト 

基礎 

据付足〈付属品〉 

防振パッド 

M12の据付ボルトでユニットの据付足を基礎に4カ所強固に 
固定してください。 
（据付ボルト、座金、ナットは現地手配です。） 

ユニット内に付属している据付足をユニットの右図の位置に 
取付けてください｡ 
M8ボルト、ナット、座金はユニット内に各6個付属しています｡　 
またM12の据付ボルトでユニット据付足を基礎に４カ所、強固 
に固定してください。 
（据付ボルト、座金、ナットは現地手配です。） 

2.据付ﾎﾞﾙﾄ
M12･16の据付ﾎﾞﾙﾄでﾕﾆｯﾄ据付足を強固に固定してください。
<据付ﾎﾞﾙﾄ、座金、ﾅｯﾄ等は現地手配です。>

この部分に防振ﾊﾟｯﾄﾞ､および
基礎がくるように据付けること

防振ﾊﾟｯﾄﾞの大きさは使用する穴によって異なります
A,C穴の場合100×100以上、B穴の場合150×150以上
<推奨品 ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ製 IP-1003>

基 礎

防振ﾊﾟｯﾄﾞ

850

580580
1000

4-φ20穴
<M16ﾎﾞﾙﾄ> B

3
0

6
0
9

4
5

5
8
0

1
4

6
4
1

据付穴6-16×26長穴
<M12ﾎﾞﾙﾄ> A <推奨>

据付穴4-φ16穴
<M12ﾎﾞﾙﾄ> C

260
185
105

1.据付ﾋﾟｯﾁ

本製品の据付ﾋﾟｯﾁは上図の3通り<A～C穴>から基礎に応じてお選びください。
なお、振動が据付部から伝搬し床・壁面から騒音や振動が発生する場合があり
ますので、必要に応じ十分な防振工事を行なってください。

本製品のｻｰﾋﾞｽｽﾍﾟｰｽには下図の寸法が必要となります｡

（
6
9
9
）

（1380）

ｻｰﾋﾞｽｽﾍﾟｰｽ

300以上

50
0以
上

3.ｻｰﾋﾞｽｽﾍﾟｰｽ

吐出配管φ22.22ろう付

液冷媒入口配管φ15.88ﾌﾚｱ

液冷媒出口配管
φ15.88ﾌﾚｱ

ﾄﾞﾗｲﾔ

ﾁｪｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ

ｽﾄﾚｰﾅ<吸入>

圧力計<高圧>

圧力表示窓
<低圧>

受液器

制御箱

吸入配管φ31.75ろう付

ｻｸｼｮﾝｱｷｭﾑﾚｰﾀ

圧縮機 可溶栓

<2ｶ所>

<2ｶ所>
吊上ﾛｰﾌﾟ引掛位置

ﾘﾌﾄ爪通し位置

3-φ60配線
取入穴<下面>

下方向配管
取出し穴

均圧配管φ6.35ﾌﾚｱ

3306 2

1
1
0

9
9

155
266

1
4
0

1
4
6

4
5
2 5
5
4

444
284

114

2
0
0

1
3
0

6
6
9

62
118

2
1
9 3
2
0

7
9
1

1380 613

2
4
7

2
6
1

 ● ER-EP37,45A

 ● ER-EP55A1
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アキュムレータ 

オイルセパレータ 受液器
(可溶栓)

φ60穴配線取入穴
(下面)

圧力表示窓
(低圧)

圧力計(高圧)

圧縮機
137

72

7
0

5
6
7

7
3

245

994

1
5
0

2
6
7

1
5
0

1.据付ピッチ

据付穴4-16×26長穴
(M12ボルト)

2.サービススペース

本製品のサービススペースには下図の寸
法が必要となります。

16 16

962

サービススペース

(994)

300以上

5
0
0
以
上

3.配管取入方向

※製品の仕様は改良のため、予告なく変更する場合
があります。

水配管出口
(ERW-EP75A1-WRの場合)

水配管出口
(ERW-EP55A1-WRの場合)

4
8
7

4
0
1

2
2
5

2
4
4

1
4
9

482
水配管入口

ストレーナ
(吸入)

冷媒入口

制御箱

リフト爪
通し穴
(2ヵ所)

ドライヤ
冷媒出口

7
8
0

ニ重管熱交換器

(吸入配管
φ31.75ロウ付)(液配管

φ15.88フレア)

(ERW-EP75A1-WRの場合は4段(一点鎖線)
 ERW-EP55A1-WRの場合は3段(実線)
 である。)

配管接続は前面、右側面、下面の3方向か
ら取入できます。

7
3

(E
R
W
-E
P
2
2
A
1
-W
R

の
場
合
の
み
 2
0
9
）

(E
R
W
-E
P
2
2
A
1
-W
R

の
場
合
の
み
 1
7
5
）

(低圧)

(高圧)

(吸入)

2
0
5

1
7
1

操作弁

ストレーナ

（2ヵ所）

リフト爪
通し穴

圧力表示窓

圧力計

（吸入配管
ERW-EP37・30A1-WRの場合 φ25.4ロウ付
ERW-EP22A1-WRの場合 φ19.05ロウ付）

（液配管
ERW-EP37・30A1-WRの場合φ12.7フレア
ERW-EP22A1-WRの場合φ9.52フレア）

冷媒入口ドライヤ
冷媒出口

制御箱

7
8
0 (ERW-EP22A1-WRの場合）

(ERW-EP37・30A1-WRの場合）
水配管出口

2
2
9

※製品の仕様は改良のため、予告なく変更する場合があります。

配管接続は前面、右側面、下面の3方向から取入できます。

3.配管取入方向

482

水配管出口

水配管入口

3
1
5

1
4
9

300以上

本製品のサービススペースには下図の寸法が必要となります。

5
0
0
以
上

(844)

2.サービススペース

1
5
0

2
6
7

1
5
0

1616

据付穴4-16×26長穴
(M12ボルト)

1.据付ピッチ

812

(下面)

9
6

145
83

8
3

φ60穴配線取入穴

7
3

245

アキュムレータ

圧縮機

受液器
ニ重管熱交換器オイルセパレータ

844

5
6
7

サービススペース

＜2-2＞ 一体水冷式・WR形
（1）中・低温用一体水冷式

 ● ERW-EP22,30,37A1-WR

 ● ERW-EP55,75A1-WR
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73

23

8
5

(5
2
)

(5
2
)

(2
0
1
)

271

558

液冷媒出口配管
φ15.88ろう付<注1>

液冷媒入口配管
φ15.88ろう付<注1>

ﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ1<冷却運転用>

ﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ2<ﾘﾌﾟﾚｰｽ運転用>

冷媒流れ方向

冷媒流れ方向
据付穴 4-φ6穴

ﾘﾌﾟﾚｰｽﾌｨﾙﾀR404AR410A

682
2.2～7.5kW 1個

9.7～15.0kW 2個並列
682

7.5～11.0kW

15.0～22.5kW

－ 3個並列26.0～33.5kW

φ12.7φ9.52

全長 <㎜> 適合
ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ

配管径

閉

開閉

開

ﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ2ﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ1

冷却運転

ﾘﾌﾟﾚｰｽ運転

　2.ﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ1および2の開閉により、ﾘﾌﾟﾚｰｽ運転、
　  冷却運転の回路を切替えてください。

注1.対応するｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄの液配管径がφ9.52･φ12.7の
　  場合は製品に付属の接続ｼﾞｮｲﾝﾄにより接続が可能です。

3.適合ｺﾝﾃﾞﾝｼﾝｸﾞﾕﾆｯﾄとﾘﾌﾟﾚｰｽﾌｨﾙﾀは下表の通りです。

＜2-3＞ リプレースフィルタ＜バイパス回路付＞
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ｽｲ
ｯﾁ〈
設
定
ﾓｰ
ﾄﾞ
切
替
〉

SW
1～
4

補
助
継
電
器

X1

出
力
信
号

2
0
0
V

2
0
0
V

2
0
0
V

圧
縮
機
運
転

ﾕﾆ
ｯﾄ
運
転

異
常
停
止
時

出
力
条
件

端
子
番
号

7（
72
）-2
3

6-
7（
72
）

4-
7（
72
）

警
報
信
号

名
称

圧
縮
機
運
転
信
号

ﾕﾆ
ｯﾄ
運
転
信
号

信
号
取
出

U・
V

TR 63
H3

TH
1

M
F1
,2

FCC1
,2

RM
用
端
子
台

ﾄﾗ
ﾝｽ

圧
力
開
閉
器〈
ﾌｧ
ﾝｺ
ﾝﾊ
ﾞｯ
ｸｱ
ｯﾌ
ﾟ〉

ｻｰ
ﾐｽ
ﾀ

送
風
機
用
電
動
機

電
子
ﾌｧ
ﾝｺ
ﾝﾄ
ﾛｰ
ﾗ

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｻ〈
送
風
機
用
電
動
機
〉

記
号
説
明
:空
冷
式
ﾘﾓ
ｰﾄ
ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｻ

名
   
称

記
  号

注
1
.※
印
の
機
器
は
、現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。

　
2
.　
　
　
 線
は
、現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。

　
3
.4
IP
、4
IF
を
接
続
す
る
場
合
は
1
～
3
間
の

　
   
短
絡
線
を
外
し
て
く
だ
さ
い
。

※
4I
F

※
4I
P

※
EL
B

PS
L

PS
H

63
L

63
H

72
C

26
C

21
R1

ZN
R1
～
4

X1
0

X0
2～
X0
8

TH
HS

TH
10

TH
4

TH
1

SW
U1
,2

SW
5

R2R1N/
F

M
F1
,2

M
C
LE
V

IP
M

HGF4F3DS
A

DSDC
CT

DC
L

C2
～
4

C1AC
CT
－
U,
AC
CT
－
W

記
  号

外
部
ｲﾝ
ﾀｰ
ﾛｯ
ｸ〈
ﾌｧ
ﾝ〉

外
部
ｲﾝ
ﾀｰ
ﾛｯ
ｸ〈
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ〉

漏
電
遮
断
器

圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉

圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
高
圧
〉

圧
力
開
閉
器〈
低
圧
〉

圧
力
開
閉
器〈
高
圧
〉

電
磁
接
触
器〈
ｲﾝ
ﾊﾞ
ｰﾀ
主
回
路
〉

温
度
開
閉
器〈
吐
出
〉

電
磁
弁〈
ｲﾝ
ｼﾞ
ｪｸ
ｼｮ
ﾝ〉

ﾊﾞ
ﾘｽ
ﾀ

補
助
継
電
器

補
助
継
電
器

ｻｰ
ﾐｽ
ﾀ〈
放
熱
板
温
度
〉

ｻｰ
ﾐｽ
ﾀ〈
圧
縮
機
ｼｪ
ﾙ油
温
〉

ｻｰ
ﾐｽ
ﾀ〈
吸
入
管
温
度
〉

ｻｰ
ﾐｽ
ﾀ〈
吐
出
管
温
度
〉

ｽｲ
ｯﾁ〈
設
定
値
入
力
〉

ｽｲ
ｯﾁ〈
運
転
-停
止
〉

抵
抗〈
ﾌﾞ
ﾘｰ
ﾀﾞ
〉

抵
抗〈
突
入
電
流
防
止
〉

直
流
ﾉｲ
ｽﾞ
ﾌｨ
ﾙﾀ

送
風
機
用
電
動
機〈
制
御
箱
･放
熱
板
〉

圧
縮
機
用
電
動
機

電
子
式
膨
張
弁〈
ｲﾝ
ｼﾞ
ｪｸ
ｼｮ
ﾝ〉

ｲﾝ
ﾃﾘ
ｼﾞ
ｪﾝ
ﾄﾊ
ﾟﾜ
ｰﾓ
ｼﾞ
ｭｰ
ﾙ

電
熱
器〈
ｵｲ
ﾙ〉

接
地〈
ｱｰ
ｽ〉

ﾋｭ
ｰｽ
〈゙
制
御
回
路
:6
A〉

ﾋｭ
ｰｽ
〈゙
制
御
回
路
:6
A〉

ｻｰ
ｼﾞ
ｱﾌ
ﾞｿ
ｰﾊ
ﾞ

ﾀﾞ
ｲｵ
ｰﾄ
ﾞｽ
ﾀｯ
ｸ

電
流
ｾﾝ
ｻ〈
直
流
電
流
〉

直
流
ﾘｱ
ｸﾄ
ﾙ

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｻ

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｻ〈
主
平
滑
〉

電
流
ｾﾝ
ｻ〈
交
流
電
流
〉

名
   
称

記
号
説
明
:圧
縮
ﾕﾆ
ｯﾄ

R S T G

※
EL
B

※
4
IF

※
4
IP

水
冷
式
の
場
合
　

注
3

U V

t゜

AC
1

AC
2

注
.現
地
に
てト
ラ
ン
ス
の
配
線
を

　
 取
外
し
願
い
ま
す
。

TH
1

1～
M
F1

M
F2

M 1～M

注
.現
地
に
て
M
1端
子
を

　
 M
2端
子
に
差し
替
え

 　
願
い
ま
す
。
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P)

CN
VC
C3

(6
P)

X0
2

C
N
3
3

(6
P
)

ZN
R1
～
4

C
N
S
2

(3
P
)

C
N
S
1

(2
P
)

ﾕﾆ
ｯﾄ
板
金

LD
1

制
御
基
板

(M
A
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OF
F
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F
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OF
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1
1

1
1O
FF

ON

ﾘﾓ
ｰﾄ
空
冷
式
の
場
合（
工
場
出
荷
時
）

ﾘﾓ
ｰﾄ
水
冷
式
の
場
合
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1

6
A

U

C
N
4
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(4
P
)
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N
4
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P
)
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A
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基
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K
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D
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 運
転
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D
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 異
常
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D
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 充
電
中

1
～

3～M

M

C
4

C
3

H

5ｼﾛ S
C
N
2
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P
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ﾞﾘ
E

G

1
3ｱｵ T
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X
1
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X
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X
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X
1

1

※
リ
レ
ー
な
ど
の
負
荷
を
用
い
て
信
号
取
出
す
る
場
合
は
、7
2
番
端
子
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 ● ERV-EP45A1+RM(W)

＜ 3-1 ＞ リモート空冷式・水冷式
（1）中温用リモート空冷式・水冷式インバータ

<3>電気回路図

A2-18



ER
-E
P
3
7
､4
5
A
の
み

　
9
.P
L1
は
端
子
7
-6
の
間
に
接
続
す
る
と
、
圧
縮
機
の
O
N
/O
FF
に
連
動
し
て
表
示
灯
が
点
灯
し
ま
す
｡

   
   
 S
W
2
の
後
に
接
続
す
る
と
､圧
縮
機
の
O
N
/O
FF
に
関
係
な
く
ス
イ
ッ
チ
操
作
に
連
動
し
て
表
示
灯
が
点
灯

し
ま
す
。

1
4
.庫
内
温
度
を
-1
0
℃
以
上
と
す
る
場
合
の
み
青
色
コ
ネ
ク
タ
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
｡

   
  高
圧
凝
縮
液
に
サ
ブ
ク
ー
ル
が
追
加
で
き
ま
す
｡(
ER
-E
P
3
7
、4
5
A
の
み
)

1
0
.警
報
回
路
は
、2
3
番
ラ
イ
ン〈
圧
力
開
閉
器〈
高
圧
〉作
動
,温
度
開
閉
器〈
吐
出
〉作
動
,熱
動
過
電
流
継

   
  電
器
作
動
,圧
力
セ
ン
サ〈
低
圧
〉異
常
〉で
す
。

1
1
.基
板
異
常
時
の
応
急
処
置
に
つ
い
て
は
工
事
説
明
書
を
参
照
願
い
ま
す
。

1
2
.L
ED
表
示
さ
れ
る
エ
ラ
ー
コ
ー
ド
表
を
下
表
に
記
載
し
ま
す
。

1
3
.4
IF
,4
IP
を
接
続
す
る
場
合
は
1
～
3
間
の
短
絡
線
を
外
し
て
く
だ
さ
い
｡

注
1
.※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。

　
2
.--
---
線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
回
路
は
ポ
ン
プ
ダ
ウ
ン
回
路
方
式
の
場
合
を
示
し
ま
す
。

　
3
.接
点
の
矢
印
は
、
圧
力
･温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。

　
4
.リ
モ
ー
ト
コ
ン
デ
ン
サ
の
送
風
機
用
電
動
機
〈
M
F〉
に
は
自
動
復
帰
の
温
度
開
閉
器
を
内
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
5
.リ
モ
ー
ト
コ
ン
デ
ン
サ
の
回
路
は
、
標
準
組
合
わ
せ
の
一
例
を
示
し
ま
す
。

　
  1
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
組
合
わ
せ
の
場
合
は
回
路
の
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
6
.5
2
C
の
b接
点
は
、
コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
と
電
熱
器
〈
霜
取
〉
の
同
時
通
電
を
防
止
す
る
た
め
の
回
路
で
す
｡

　
  複
数
個
の
ｸｰ
ﾗを
個
別
に
運
転
す
る
場
合
は
、
端
子
7
と
8
8
H
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　
7
.S
W
2
,S
W
3
,P
L1
～
3
の
現
地
手
配
機
器
は
別
途
リ
モ
コ
ン
ボ
ッ
ク
ス
と
し
て
別
売
し
て
い
ま
す
。

　
  S
W
3
は
モ
ー
メ
ン
タ
リ
動
作
の
押
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ
限
定
で
す
。

〈
モ
ー
メ
ン
タ
リ
動
作
ス
イ
ッ
チ
:ボ
タ
ン
を
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ス
イ
ッ
チ
〉

　
8
.S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、
2
～
5
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

C
コ
ン
デ
ン
サ〈
送
風
機
用
電
動
機
〉

圧
力
開
閉
器〈
フ
ァ
ン
コ
ン
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
〉

TH
1

FC

名
   
称

サ
ー
ミ
ス
タ〈
凝
縮
温
度
〉

電
子
フ
ァ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

送
風
機
用
電
動
機

M
F

記
号

記
号
説
明
:リ
モ
ー
ト
コ
ン
デ
ン
サ
(R
M
-P
3
0
A
の
場
合
)

6
3
H3

ER
-EP
22
A

ER
-EP
30
A

SW
01

　 SW
02

ON OF
F

ON OF
F

※
E1
5

※
E1
3

接
地〈
ア
ー
ス
〉

外
部
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク〈
ポ
ン
プ
〉

外
部
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク〈
フ
ァ
ン
〉

電
磁
弁〈
サ
ブ
ク
ー
ル
コ
イ
ル
〉(
EP
3
7
、4
5
A
の
み
)

温
度
開
閉
器〈
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
〉

高
圧
力
差
保
護
作
動

サ
ー
ジ
キ
ラ
ー

記
号
説
明
:圧
縮
ユ
ニ
ット

ヒ
ュ
ー
ズ〈
リ
モ
ー
ト
コ
ン
デ
ン
サ
:5
A
〉

ヒ
ュ
ー
ズ〈
制
御
回
路
:5
A
〉

ヒ
ュ
ー
ズ〈
制
御
回
路
:5
A
〉

ヒ
ュ
ー
ズ〈
制
御
回
路
:1
5
A
〉

電
熱
器〈
ク
ラ
ン
ク
ケ
ー
ス
〉

ヒ
ュ
ー
ズ〈
制
御
回
路
:6
A
〉

記
号

M
F1
,2

送
風
機
用
電
動
機

電
子
フ
ァ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

サ
ー
ミ
ス
タ〈
凝
縮
温
度
〉

名
   
称

6
3
H
3

FC TH
1

圧
力
開
閉
器〈
フ
ァ
ン
コ
ン
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
〉

コ
ン
デ
ン
サ〈
送
風
機
用
電
動
機
〉

C
1
,2

記
号
説
明
:リ
モ
ー
ト
コ
ン
デ
ン
サ
(R
M
-P
3
7
･4
5
A
の
場
合
)

2P
コネ
クタ
(ｼﾛ

)

ON OF
F

ON OF
F

デ
ィ
ッ
プ
ス
イ
ッ
チ
出
荷
時
設
定

ER
-EP
37
A

ER
-EP
45
A

SW
01

　 SW
02

ロ
ー
タ
リ
ス
イ
ッ
チ

S
W
0
3
-0
 通
常
(低
圧
表
示
)

   
  1
 低
圧
切
値

   
  2
 低
圧
入
値

   
  3
 遅
延
時
間

LE
D3
(赤
)

LE
D2
( 赤
)

LE
D4
( 緑
)

(OC
R)

(HI
-CU
T)

(RU
N)

LE
D1

SW
04

SW
05

SW
03

2P
コネ
クタ
(ｱｶ

)

温
度
開
閉
器〈
霜
取
終
了
〉

補
助
継
電
器〈
保
護
停
止
制
御
〉

表
示
灯〈
異
常
:ｱ
ｶ〉

表
示
灯〈
霜
取
:ｵ
ﾚﾝ
ｼﾞ
〉

圧
縮
機
用
電
動
機

ス
イ
ッ
チ〈
運
転
-停
止
:ポ
ン
プ
ダ
ウ
ン
〉

ス
イ
ッ
チ〈
異
常
リ
セ
ット
〉

サ
ー
ミ
ス
タ〈
吐
出
管
温
度
〉

電
磁
弁〈
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
流
量
切
換
〉

温
度
開
閉
器〈
吐
出
〉

温
度
開
閉
器〈
圧
縮
機
イ
ン
ナ
ー
サ
ー
モ
〉

熱
動
過
電
流
継
電
器〈
圧
縮
機
〉

電
磁
開
閉
器〈
圧
縮
機
〉

圧
力
開
閉
器〈
高
圧
〉

漏
電
遮
断
器

表
示
灯〈
運
転
:ﾐ
ﾄﾞ
ﾘ〉

補
助
継
電
器

タ
イ
ム
ス
イ
ッ
チ〈
霜
取
〉

電
磁
弁〈
液
〉

温
度
調
節
器〈
庫
内
〉

温
度
開
閉
器〈
過
熱
防
止
〉

圧
力
開
閉
器〈
低
圧
:応
急
時
の
低
圧
制
御
〉

電
磁
弁〈
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
on
/o
ff〉

補
助
継
電
器〈
警
報
出
力
〉

補
助
継
電
器〈
低
圧
制
御
〉

補
助
継
電
器〈
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
on
/o
ff〉

サ
ー
ミ
ス
タ〈
凝
縮
温
度
:圧
縮
ユ
ニ
ット
内
〉

圧
力
セ
ン
サ〈
低
圧
〉

電
磁
接
触
器〈
霜
取
〉

サ
ー
ミ
ス
タ〈
凝
縮
温
度
:圧
縮
ユ
ニ
ット
内
〉異
常

サ
ー
ミ
ス
タ〈
吐
出
管
温
度
〉異
常

圧
力
セ
ン
サ〈
低
圧
〉異
常

吐
出
昇
温
防
止
保
護
作
動

差
圧
起
動
防
止
保
護
作
動

電
源
異
常〈
電
源
同
期
信
号
異
常
〉

エ
ラ
ー
コ
ー
ド
対
応
表

液
バ
ッ
ク
保
護
作
動
(E
P
3
7
、4
5
A
の
み
)

高
油
温
異
常
(E
P
3
7
、4
5
A
の
み
)

圧
力
開
閉
器〈
高
圧
:応
急
時
の
高
圧
制
御
〉

電
源
異
常〈
逆
相
〉

サ
ー
ミ
ス
タ〈
圧
縮
機
シ
ェ
ル
油
温
〉(
EP
37
、4
5A
の
み
)

ス
イッ
チ〈
運
転
－
停
止
〉

瞬
停
保
護

※
E1
4

熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動

圧
力
開
閉
器〈
高
圧
〉作
動
,

温
度
開
閉
器〈
吐
出
〉作
動

サ
ー
ミ
ス
タ〈
圧
縮
機
シ
ェ
ル
油
温
〉異
常
(E
P3
7、
45
Aの
み
)

※
E1
3
､E
1
4
､E
1
5
は
異
常
履
歴
表
示
の
た
め
の

　
識
別
記
号
で
通
常
は
デ
ジ
タ
ル
表
示
し
ま
せ
ん
。

送
風
機
用
電
動
機〈
制
御
箱
排
熱
用
〉

C
MF

M2 M0 M1
V

ﾄﾗ
ﾝｽ

AC
1
FC

TH
1 AC
2

U

63
H2
-2

空
冷
式
リ
モ
ー
ト
コ
ン
デ
ン
サ

〈
R
M
-P
3
0
A
の
場
合
〉

空
冷
式
リ
モ
ー
ト
コ
ン
デ
ン
サ

〈
RM
-P
37
、4
5A
の
場
合
〉

ER
-EP
37
､4
5A
のみ

TSR

エ
ラ
ー
内
容

コ
ー
ド

E1
2

E1
1

E1
0

E0
8

E0
7

E0
6

E0
5

E0
3

E0
2

E0
1

E0
0

名
  称

記
号

※
88
H

※
63
L

※
63
H

※
26
H

※
26
D

※
23
R

※
21
R

※
4I
P

※
4I
F

※
2
D

※
X
※
SW
3

※
SW
2

※
PL
3

※
PL
2

※
PL
1

G 6
3
H1

5
2
C

5
1
C

4
9
C

26
C2

2
6
C1

21
R3

21
R2

2
1
R
1

X
4
X
3
X
2
X
1

P
S
L

TH
4

TH
3

TH
2

S
W
1

M
F
M
C
HF5F4F3F2F1C
R

※
EL
B

G

※
4IP

※
4IF

水
冷
式
の
場
合

注
13

F5F5

MC

51
C

52
C

※ ELB

霜
取
終
了
後
、水
切
可
能
な
運
転
回
路

21
R1

注
14

21
R3

2P
コネ
クタ
(ｱｵ

)

26
C2

(不
使用

)

VU

※

PL
1

PS
L

霜
取
終
了
後
、直
ちに
圧
縮
機
を
運
転
さ
せ
る回
路

X※

※ X

※ X
※ 26
D

※ X

741

52
C29

※
※ ※

※

※

※
※

※

30

SW
2

PL
3

88
H

21
R

PL
1
2D

23
R

2D

※※
※

※

※
※

※

※

※

2D
PL
1

21
R

SW
2

2D 23R

26H 88
H

PL
3

※

2

SW
3

警報

6

63
H1

※

4

7

52C

52
C

29

31

30

32

PL
2

※

(21
R2応
急
)

1

5

T
R

23

RST

H52
C

X2
X3

X4

A
A

A

X1

52
C

21
R2

51C

SW
1

F2 F1

保
護
停
止

低
圧
制
御

INJ
制御

TH
4

TH
2

TH
3

ﾄﾗ
ﾝｽ

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
基
板

三
相
2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

電
   
 源

49C

1
3

6
5

3
1

1
3

5
1

3
1

3
1

3

51

1
3

1
3

5
1

4

1234

12
2

1
3 1

2 1
1

CN
15

CN
14

CN
13

CN
12

CN
10

CN
11

CN
09

CN
08

CN
07

CN
05

CN
04

CN
03

CN
02

CN
16CN
01

CN
26

CN
25

CN
24

CN
23

CN
223 2

3

63
H

63
L

※

1
0

26
C1

63
H1

51
C作
動

運
転

低
圧
(ＭＰ
ａ)

UP
32

DO
WN

表
示
設
定
部

26
C1

3
1

ｱｵ
ｱｵｼﾛ

ｷ

F4

F3

(不
使
用
)

C1
U

AC
2

TH
1

FC
AC
1ﾄﾗ
ﾝｽ

63
H3

V
M1M0M2

3
1

(不
使用

)

MF
1

MF
2

C2

CR
M
F

注
7,8

コ
ント
ロ
ー
ラ
検
知
回
路

（2）中・低温用リモート空冷式・水冷式

 ● ER-EP22,30,37,45A+RM(W)
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コ
ン
デ
ン
サ〈
送
風
機
用
電
動
機
〉

圧
力
開
閉
器〈
フ
ァ
ン
コ
ン
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
〉

名
   
称

サ
ーミ
ス
タ〈
凝
縮
温
度
〉

電
子
フ
ァ
ン
コ
ント
ロ
ー
ラ

送
風
機
用
電
動
機

記
号
説
明
:リ
モ
ー
ト
コ
ン
デ
ン
サ
(R
M
-P
3
0
A
の
場
合
)

C TH
1

FC 63
H
2-
2

M
F記
号

圧
力
開
閉
器〈
高
圧
:応
急
時
の
高
圧
制
御
〉

電
磁
接
触
器〈
霜
取
〉

圧
力
開
閉
器〈
低
圧
:応
急
時
の
低
圧
制
御
〉

温
度
開
閉
器〈
過
熱
防
止
〉

温
度
調
節
器〈
庫
内
〉

電
磁
弁〈
液
〉

タ
イ
ム
ス
イッ
チ〈
霜
取
〉

補
助
継
電
器

表
示
灯〈
運
転
:ﾐﾄ
ﾞﾘ
〉

漏
電
遮
断
器

ス
イッ
チ〈
異
常
リセ
ット
〉

ス
イッ
チ〈
運
転
-停
止
:ポ
ン
プ
ダ
ウ
ン
〉

表
示
灯〈
霜
取
:ｵﾚ
ﾝｼ
ﾞ〉

表
示
灯〈
異
常
:ｱｶ
〉

温
度
開
閉
器〈
霜
取
終
了
〉

外
部
イン
タ
ー
ロッ
ク〈
フ
ァン
〉

外
部
イン
タ
ー
ロッ
ク〈
ポ
ン
プ
〉

送
風
機
用
電
動
機〈
制
御
箱
排
熱
用
〉

ス
イッ
チ〈
運
転
－
停
止
〉

補
助
継
電
器〈
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
on
/o
ff〉

補
助
継
電
器〈
低
圧
制
御
〉

補
助
継
電
器〈
警
報
出
力
〉

電
磁
弁〈
イン
ジ
ェク
ショ
ン
on
/o
ff〉

圧
力
開
閉
器〈
高
圧
〉

電
磁
開
閉
器〈
圧
縮
機
〉

熱
動
過
電
流
継
電
器〈
圧
縮
機
〉

温
度
開
閉
器〈
圧
縮
機
イン
ナ
ー
サ
ー
モ
〉

温
度
開
閉
器〈
吐
出
〉

電
磁
弁〈
イン
ジ
ェク
ショ
ン
流
量
切
換
〉

圧
縮
機
用
電
動
機

補
助
継
電
器〈
保
護
停
止
制
御
〉

ヒ
ュ
ー
ズ〈
制
御
回
路
:6
A
〉

電
熱
器〈
ク
ラ
ン
ク
ケ
ー
ス
〉

ヒ
ュ
ー
ズ〈
制
御
回
路
:1
5A
〉

ヒ
ュ
ー
ズ〈
制
御
回
路
:5
A
〉

ヒ
ュ
ー
ズ〈
制
御
回
路
:5
A
〉

ヒ
ュ
ー
ズ〈
リ
モ
ート
コ
ン
デ
ン
サ
:5
A〉

記
号
説
明
:圧
縮
ユ
ニ
ット

サ
ー
ジ
キ
ラ
ー

温
度
開
閉
器〈
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
〉

電
磁
弁〈
サ
ブ
ク
ー
ル
コ
イ
ル
〉(
EP
37
、4
5A
の
み
)

接
地〈
ア
ー
ス
〉

記
号
説
明
:リ
モ
ー
ト
コ
ン
デ
ン
サ
(R
M
-P
37
･4
5A
の
場
合
)

C
1
,2

コ
ン
デ
ン
サ〈
送
風
機
用
電
動
機
〉

圧
力
開
閉
器〈
フ
ァ
ン
コ
ン
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
〉

TH
1

FC 6
3
H
3

名
   
称

サ
ーミ
ス
タ〈
凝
縮
温
度
〉

電
子
フ
ァ
ン
コ
ント
ロ
ー
ラ

送
風
機
用
電
動
機

M
F1
,2

記
号

(コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
基
板
、コ
ネ
ク
タ
非
表
示
)

ER
-E
P3
7､
45
Aの
み

ﾄﾗ
ﾝｽ

TH
1

空
冷
式
リ
モ
ー
ト
コ
ン
デ
ン
サ

〈
RM
-P
30
Aの
場
合
〉

6
3
H
2
-2

ﾄﾗ
ﾝｽ

TH
1

6
3
H
3

空
冷
式
リ
モ
ー
ト
コ
ン
デ
ン
サ

〈
RM
-P
37
、4
5A
の
場
合
〉

M
2
M
0
M
1

V
AC
1 F
C

AC
2

U

C
M
F

C
2

MF
2

MF
1

M
2
M
0
M
1

V
AC
1 F
C

AC
2

U
C
1

U V

F5 F5

M
C

2
D

PL
1

21
R

X

88
H

PL
3

PL
1

2
D

PL
1

21
R

88
H

PL
3

P
L2

52
C

21
R1

21
R2

M
F

CR
21
R3

S
W
2

S
W
2

S
W
1

H

S
W
3

S
W
1

5
1C

5
2C

EL
B

TSR

記
号

名
  称

※
EL
B

※
P
L1

※
P
L2

※
P
L3

※
S
W
2

※
S
W
3

※
X
※
2
D

※
4
IF

※
4
IP

※
2
1
R

※
2
3
R

※
2
6
D

※
2
6
H

※
6
3
H

※
6
3
L

※
8
8
H

C
R
F1 F2 F3 F4 F5 H M
C
M
F
S
W
1

X
1
X
2
X
3
X
4
2
1
R
1

2
1
R
2

2
1
R
3

2
6
C
1

2
6
C
2

4
9
C

5
1C
5
2C
6
3
H
1

G

記
号

名
  称

水
冷
式
の
場
合

注
12

※
4
IP

※
4
IF

霜
取
終
了
後
、直
ち
に
圧
縮
機
を
運
転
さ
せ
る
回
路

霜
取
終
了
後
、水
切
可
能
な
運
転
回
路

2
P
コ
ネ
ク
タ

(ｱ
ｵ)
注
1
3

26
C2

G

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

検
知
回
路

サ
ー
ジ

ア
ブ
ソ
ー
バ

ト
ラ
ン
ス

1 7

2
Pコ
ネ
ク
タ

(ｼ
ﾛ)

2
1
R
2
応
急
コ
ネ
ク
タ

(C
N
1
4
)

X
2

ｱｵ

低
圧
制
御 X
3

ｷ

4

保
護
停
止 X
4

2
Pコ
ネ
ク
タ

(ｱ
ｶ)

ｱｵ ｼﾛ6
3
H1

2
6
C
1

5
1C

4
9C

1

6
3
H

※

3

※

※

X※

※※ X
※ 26
D

※ X

741

5
2
C

2
9

※

※ ※

※

※

※
※

※

3
0

2
3
R

2
D

※※
※

※

※
※

※

※

※

2
D 23
R

2
6
H

※

2

警
報

6
6
3
L

※

4

7

5
2
C

5
2
C

2
9

3
1

3
0

3
2

5

2
3

5
2
C

X
1

F2F1

IN
J制
御

注
7
,8

三
相
2
0
0
V

5
0
/6
0
H
z

電
源

6

F3 F4

 1
3
.庫
内
温
度
を
-1
0
℃
以
上
と
す
る
場
合
の
み
青
色
コ
ネ
ク
タ
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
｡

　
  高
圧
凝
縮
液
に
サ
ブ
ク
ー
ル
が
追
加
で
き
ま
す
｡(
ER
-E
P
3
7
、4
5
A
の
み
)

　
9
.P
L1
は
端
子
7
-6
の
間
に
接
続
す
る
と
、圧
縮
機
の
O
N
/O
FF
に
連
動
し
て
表
示
灯
が
点
灯
し
ま
す
。

　
　
S
W
2
の
後
に
接
続
す
る
と
､圧
縮
機
の
O
N
/O
FF
に
関
係
な
く
ス
イ
ッ
チ
操
作
に
連
動
し
て
表
示
灯
が
点
灯

し
ま
す
。

 1
0
.警
報
回
路
は
、2
3
番
ラ
イ
ン〈
圧
力
開
閉
器〈
高
圧
〉作
動
,温
度
開
閉
器〈
吐
出
〉作
動
,熱
動
過
電
流
継

   
   
電
器
作
動
,圧
力
セ
ン
サ〈
低
圧
〉異
常
〉で
す
。

 1
1
.基
板
異
常
時
の
応
急
処
置
に
つ
い
て
は
工
事
説
明
書
を
参
照
願
い
ま
す
。

 1
2
.4
IF
,4
IP
を
接
続
す
る
場
合
は
1
～
3
間
の
短
絡
線
を
外
し
て
く
だ
さ
い
｡

注
1
.※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。

　
2
.--
---
線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。ま
た
、回
路
は
ポ
ン
プ
ダ
ウ
ン
回
路
方
式
の
場
合
を
示
し
ま
す
。

　
3
.接
点
の
矢
印
は
、圧
力
･温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。

　
4
.リ
モ
ー
ト
コ
ン
デ
ン
サ
の
送
風
機
用
電
動
機〈
M
F〉
に
は
自
動
復
帰
の
温
度
開
閉
器
を
内
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
5
.リ
モ
ー
ト
コ
ン
デ
ン
サ
の
回
路
は
、標
準
組
合
わ
せ
の
一
例
を
示
し
ま
す
。

　
  1
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
組
合
わ
せ
の
場
合
は
回
路
の
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
6
.5
2
C
の
b接
点
は
、コ
ン
デ
ン
シ
ン
グ
ユ
ニ
ット
と
電
熱
器〈
霜
取
〉の
同
時
通
電
を
防
止
す
る
た
め
の
回
路
で
す
｡

　
  複
数
個
の
ｸｰ
ﾗを
個
別
に
運
転
す
る
場
合
は
、端
子
7と
8
8
H
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　
7
.S
W
2
,S
W
3
,P
L1
～
3
の
現
地
手
配
機
器
は
別
途
リ
モ
コ
ン
ボ
ッ
ク
ス
と
し
て
別
売
し
て
い
ま
す
。

　
  S
W
3
は
モ
ー
メ
ン
タ
リ
動
作
の
押
ボ
タ
ン
ス
イ
ッ
チ
限
定
で
す
。

〈
モ
ー
メ
ン
タ
リ
動
作
ス
イ
ッ
チ
:ボ
タ
ン
を
離
す
と
O
N
状
態
に
戻
る
ス
イ
ッ
チ
〉

　
8
.S
W
3
を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
5
間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

※

A
A

A
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※
※

※

※
※

PL3

PL1

※

26
D

※
88
H

※

霜
取
終
了
後
、直
ちに
圧
縮
機を
運
転さ
せる
回
路

※

圧力
開
閉
器

<高
圧
:応
急
時

の
高
圧
制
御
>

※
63
H

88
H

21
R

PL
1

2D

X
※ X

※ X

X

※
63
L

圧力
開
閉
器

< 低
圧
: 応
急
時

の
低
圧
制
御
>

PL
3

PL
1

※ 26
H

23
R

2D 21
R

SW
2

※

※

※
※

※

※

※

2D

23
R

PL
2

SW
2

2D
※

※
※

※

※

 9
. P
L1
は
端
子
7-
6の
間
に
接
続
す
る
と
､圧
縮
機
の
ON
/O
FF
に
連
動
し
て
表
示
灯
が
点
灯
し
ま
す
｡

   
 S
W
2の
後
に
接
続
す
る
と
、圧
縮
機
の
ON
/O
FF
に
関
係
な
く
ｽｲ
ｯﾁ
操
作
に
連
動
し
て
表
示
灯
を
点
灯
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

10
.警
報
回
路
は
、2
3番
ﾗｲ
ﾝ（
圧
力
開
閉
器
<高
圧
>作
動
,温
度
開
閉
器
<吐
出
>作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,

圧
力
ｾﾝ
ｻ<
低
圧
>異
常
）で
す
。

11
.基
板
異
常
時
の
応
急
処
置
に
つ
い
て
は
工
事
説
明
書
を
参
照
願
い
ま
す
。

12
.L
ED
表
示
さ
れ
る
ｴﾗ
ｰｺ
ｰﾄ
ﾞ表
を
下
表
に
記
載
し
ま
す
。

13
.4
IF
,4
IP
を
接
続
す
る
場
合
は
①
～
③
間
の
短
絡
線
を
外
し
て
く
だ
さ
い
｡

注
1.
 ※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。

　
2.
 --
---
 線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。ま
た
、回
路
は
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾀ
ﾞｳ
ﾝ回
路
方
式
の
場
合
を
示
し
ま
す
。

　
3.
 接
点
の
矢
印
は
、圧
力
･温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。

　
4.
 ﾘ
ﾓｰ
ﾄｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｻの
送
風
機
用
電
動
機
<M
F1
,2
>に
は
自
動
復
帰
の
温
度
開
閉
器
を
内
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
5.
 ﾘ
ﾓｰ
ﾄｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｻの
回
路
は
、標
準
組
合
わ
せ
の
一
例
を
示
し
ま
す
。

　
   
1ﾗ
ﾝｸ
ｱｯ
ﾌﾟ
組
合
わ
せ
の
場
合
は
回
路
の
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
6.
 5
2C
の
b接
点
は
、ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
と
電
熱
器
<霜
取
>の
同
時
通
電
を
防
止
す
る
た
め
の
回
路
で
す
｡

　
   
複
数
個
の
ｸｰ
ﾗを
個
別
に
運
転
す
る
場
合
は
、端
子
7と
88
Hを
接
続
し
て
く
だ
さ
い
｡

　
7.
 S
W
2,
SW
3,
PL
1～
3の
現
地
手
配
機
器
は
別
途
ﾘﾓ
ｺﾝ
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽと
し
て
別
売
し
て
い
ま
す
｡

　
   
SW
3は
ﾓｰ
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。

　
   
<ﾓ
ｰﾒ
ﾝﾀ
ﾘ動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎﾞ
ﾀﾝ
を
離
す
と
ON
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
>

　
8.
 S
W
3を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
5間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

（
不
使
用
）

t°TH
1

ﾘﾓ
ｰﾄ
ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｻ
<R
M>

ﾘﾓｰ
ﾄ空
冷式
の場
合

水
冷
の
場
合

注
13

※
41
F

※
41
P

63
H3

M2
U V

AC
1

VU

MF
2

MF
1C2

C1

F5

M 1～
M 1～

FC

F6

ﾄﾗ
ﾝｽ

AC
2

M1 M0

t °

t°

u

検
知
回
路

u
検
知
回
路

※
ELB

1 4

u

7

u

保
護
停
止
低
圧
制
御

電
源

3～
 20

0V
50
/60

Hz

INJ
制
御

警
報
ﾘｾ
ｯﾄ

TH
4

※
SW
3

PS
L

TH
2

2

警
報

6

3

4

7

52
C

52
C

29

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
基
板

31

M

51
C

52
C

30

32

（2
1R
1 応
急
）

1

5

T
R

23

52
C

F/C
RSTG

（
不
使
用
）

49
C

H

30

1
3

29

5

2P ｺ
ﾈｸ
ﾀ（
ｼﾛ
）

52
C

1

2P ｺ
ﾈｸ
ﾀ（
ｱｶ
）

1

X2

3
5

1

霜
取
終
了
後
、水
切
可
能な
運
転
回
路

3
1

CN
16

3
1

3

51

1
3

1
3

X3

5

X4

1
4

1234

1
3

検
知
回
路

1
2

3
1

2
1

1 X1

CN
15

CN
14

CN
13

52
C

CN
12

CN
10

CN
11

CN
09

21
R1

CN
08

CN
07

CN
05

F4
CN
04

CN
03

CN
02

1

51
C

CN
01

CN
26

CN
24
CN
23

F3

CN
22

63
H1

SW
1

3

26
C

2

3
21
R2

U V W
3～

MC

F2 F1
6

表
示
設
定
部 321

0

DO
WN

UP

低
圧（
MP
a）

運
転

26
C

63
H1 作
動

51
C作
動

LE
D3 （
赤
）

LE
D2 （
赤
）

SW
04

SW
05

SW
03

LE
D4（
緑
）

LE
D1

（R
UN
）

（H
I-C
UT
）

（O
CR
）

ﾛ - ﾀ
ﾘｽ
ｲｯ
ﾁ

SW
03
-0 通
常（
低
圧
表
示
）

   
  1
 低
圧
切
値

   
  2
 低
圧
入
値

   
  3
 遅
延
時
間

ON OF
F

ON OF
F

SW
01 　 　 SW
02

1
3

1
3

R

TSR

TS

TR

3

CN
25

1
2

ﾃﾞ
ｨｯ
ﾌﾟ
ｽｲ
ｯﾁ
出
荷
時
設
定

TH
3

t°

外
部
ｲﾝ
ﾀｰ
ﾛｯ
ｸ<
ﾌｧ
ﾝ>

外
部
ｲﾝ
ﾀｰ
ﾛｯ
ｸ<
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ>

※
4I
P

※
4I
F

記
号
説
明
:ﾘ
ﾓｰ
ﾄｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｻ

記
号
説
明
:圧
縮
ﾕﾆ
ｯﾄ

圧
力
開
閉
器
<
ﾌｧ
ﾝｺ
ﾝﾊ
ﾞｯ
ｸｱ
ｯﾌ
ﾟ>

63
H3
ｻｰ
ﾐｽ
ﾀ<
凝
縮
温
度
>

TH
4
送
風
機
用
電
動
機

電
子
ﾌｧ
ﾝｺ
ﾝﾄ
ﾛｰ
ﾗ

M
F1
,2

FCC1
,2
ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｻ
<
送
風
機
用
電
動
機
>

名
  称

記
 号

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ<
ﾘﾓ
ｰﾄ
ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｻ
:1
0A
>

F6
ﾋｭ
-ｽ
ﾞ<
ﾘﾓ
ｰﾄ
ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｻ
:1
0A
>

F5記
 号

名
  称

＊E
13
､E
14
､E
15
は
異
常
履
歴
表
示
の
た
め
の

　
識
別
記
号
で
通
常
は
ﾃﾞ
ｼﾞ
ﾀﾙ
表
示し
ま
せ
ん
。

圧
力
開
閉
器
<
高
圧
>
作
動

温
度
開
閉
器
<
吐
出
>
作動

吐
出
昇
温
防
止
保
護
作
動

ｻｰ
ﾐｽ
ﾀ<
吐
出
管
温
度
>
異
常

ｻｰ
ﾐｽ
ﾀ<
凝
縮
温
度
>
異
常

高
圧
力
差
保
護
作
動

圧
力
ｾﾝ
ｻ<
低
圧
>
異
常

ｴﾗ
ｰｺ
ｰﾄ
ﾞ対
応
表

ｺｰ
ﾄﾞ E0
0

E0
3

E0
5

E0
6

E0
8

E0
7

電
源
異
常
<電
源
同
期
信
号
異
常
>

ｴﾗ
ｰ内
容

熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動

＊
E1
3

＊
E1
4

＊E
15

瞬
停
保
護

PS
L

SW
1

TH
1

TH
2

TR X1 X2 X3 X4 21
R1

21
R2

26
C

49
C

51
C

52
C

63
H
1

※
EL
B

※
PL
1

※
PL
2

※
PL
3

※
SW
2

※
SW
3

※
X
※
2D

※
21
R

※
23
R

※
26
D

※
26
H

※
63
H

※
63
L

※
88
H

F1 F2 F3 M
C
HGF4

圧
力
開
閉
器
<低
圧
:応
急
時
の
低
圧
制
御
>

TH
3
ｻ-
ﾐｽ
ﾀ<
圧
縮
機
ｼｪ
ﾙ油
温
>

電
源
異
常
<
逆
相
>

E0
1

ﾋｭ
ｰｽ
ﾞ<
制
御
回
路
:1
5A
>

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ<
制
御
回
路
:6
A>

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ<
制
御
回
路
:5
A>

ﾋｭ
-ｽ
ﾞ<
制
御
回
路
:5
A>

接
地
<
ｱｰ
ｽ>

電
熱
器
<
ｵｲ
ﾙ>

圧
縮
機
用
電
動
機

圧
力
ｾﾝ
ｻ<
低
圧
>

ｽｲ
ｯﾁ
<
運
転
－
停
止
>

ｻ-
ﾐｽ
ﾀ<
凝
縮
温
度
>

ｻ-
ﾐｽ
ﾀ<
吐
出
管
温
度
>

ﾄﾗ
ﾝｽ

補
助
継
電
器
<
警
報
出
力
>

補
助
継
電
器
<
ｲﾝ
ｼﾞ
ｪｸ
ｼｮ
ﾝ制
御
>

補
助
継
電
器
<
低
圧
制
御
>

補
助
継
電
器
<
保
護
停
止
制
御
>

電
磁
弁
<
ｲﾝ
ｼﾞ
ｪｸ
ｼｮ
ﾝ>

電
磁
弁
<ｻ
ﾌﾞ
ｸｰ
ﾙ>

温
度
開
閉
器
<
吐
出
>

温
度
開
閉
器
<
圧
縮
機
ｲﾝ
ﾅ-
ｻ-
ﾓ>

熱
動
過
電
流
継
電
器
<
圧
縮
機
>

電
磁
開
閉
器
<
圧
縮
機
>

圧
力
開
閉
器
<
高
圧
>

漏
電
遮
断
器

表
示
灯
<
運
転
･ﾐ
ﾄﾞ
ﾘ>

表
示
灯
<
異
常
･ｱ
ｶ>

表
示
灯
<
霜
取
･ｵ
ﾚﾝ
ｼﾞ
>

ｽｲ
ｯﾁ
<
運
転
-停
止
:ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾀ
ﾞｳ
ﾝ>

ｽｲ
ｯﾁ
<
異
常
ﾘｾ
ｯﾄ
>

補
助
継
電
器

ﾀｲ
ﾑｽ
ｲｯ
ﾁ<
霜
取
>

電
磁
弁
<
液
>

温
度
調
節
器
<
庫
内
>

温
度
開
閉
器
<
霜
取
終
了
>

温
度
開
閉
器
<
過
熱
防
止
>

圧
力
開
閉
器
<高
圧
:応
急
時
の
高
圧
制
御
>

高
油
温
異
常

E1
2
液
ﾊﾞ
ｯｸ
保
護
作
動

電
磁
接
触
器
<電
熱
器
>

名
  称

記
 号

E1
1
ｻｰ
ﾐｽ
ﾀ<
圧
縮
機
ｼｪ
ﾙ油
温
>
異
常

E1
0

差
圧
起
動
防
止
作
動

E0
2

 ● ER-EP55A1+RM(W)

A2-21



PL
2

※ 63
H

霜
取
終
了
後
、水
切
可
能な
運
転
回
路

※

※ ※
※

※

※

※

※

※

※
※

※

※

※

※

※
※

※

※

※

※

※

霜
取
終
了
後
、直
ちに
圧
縮
機を
運
転さ
せる
回
路

※
88
H

X
21
R

PL
1

2D
21
R

X
PL
3

PL
1

26
H

23
R

2D
SW
2

2D

23
R

SW
2

2D

PL
3

X

26
D

88
H

X

PL
1

※

※ 63
L

SW
3

※

注
 1
. ※
印
の
機
器
は
現
地
手
配
と
な
り
ま
す
。

2.
---
--線
は
現
地
配
線
と
な
り
ま
す
。ま
た
、回
路
は
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟﾀ
ﾞｳ
ﾝ回
路
方
式
の
場
合
を
示
し
ま
す
。 

3.
 接
点
の
矢
印
は
、圧
力
･温
度
が
上
昇
し
た
時
の
接
点
動
作
方
向
を
示
し
ま
す
。

4.
 ﾘ
ﾓｰ
ﾄｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｻの
送
風
機
用
電
動
機〈
M
F1
,2
〉に
は
自
動
復
帰
の
温
度
開
閉
器
を
内
蔵
し
て
い
ま
す
。

5.
 ﾘ
ﾓｰ
ﾄｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｻの
回
路
は
、標
準
組
合
わ
せ
の
一
例
を
示
し
ま
す
。

1ﾗ
ﾝｸ
ｱｯ
ﾌﾟ
組
合
わ
せ
の
場
合
は
回
路
の
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

6.
 5
2C
の
b接
点
は
、ｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｼﾝ
ｸﾞ
ﾕﾆ
ｯﾄ
と
電
熱
器〈
霜
取
〉の
同
時
通
電
を
防
止
す
る
た
め
の
回
路
で
す
｡

複
数
個
の
ｸｰ
ﾗを
個
別
に
運
転
す
る
場
合
は
、端
子
7と
88
Hを
接
続
し
て
く
だ
さ
い
｡

7.
 S
W
2,
SW
3,
PL
1～
3の
現
地
手
配
機
器
は
別
途
ﾘﾓ
ｺﾝ
ﾎﾞ
ｯｸ
ｽと
し
て
別
売
し
て
い
ま
す
｡

SW
3は
ﾓｰ
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
の
押
ﾎﾞ
ﾀﾝ
ｽｲ
ｯﾁ
限
定
で
す
。

〈
ﾓｰ
ﾒﾝ
ﾀﾘ
動
作
ｽｲ
ｯﾁ
:ﾎﾞ
ﾀﾝ
を
離
す
と
ON
状
態
に
戻
る
ｽｲ
ｯﾁ
〉

8.
 S
W
3を
取
付
け
る
場
合
は
、2
～
5間
の
配
線
は
必
ず
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

9.
 P
L1
は
端
子
7-
6の
間
に
接
続
す
る
と
､圧
縮
機
の
ON
/O
FF
に
連
動
し
て
表
示
灯
が
点
灯
し
ま
す
｡

SW
2の
後
に
接
続
す
る
と
、圧
縮
機
の
ON
/O
FF
に
関
係
な
く
ｽｲ
ｯﾁ
操
作
に
連
動
し
て
表
示
灯
を
点
灯
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

10
.警
報
回
路
は
､2
3番
ﾗｲ
ﾝ（
圧
力
開
閉
器〈
高
圧
〉作
動
,温
度
開
閉
器〈
吐
出
〉作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
 

作
動
,圧
力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉異
常
）で
す
。

11
.基
板
異
常
時
の
応
急
処
置
に
つ
い
て
は
工
事
説
明
書
を
参
照
願
い
ま
す
。 

12
. 4
IF
,4
IP
を
接
続
す
る
場
合
は
①
～
③
間
の
短
絡
線
を
外
し
て
く
だ
さ
い
｡

TH
4 t°

M0M1
AC
2

ﾄﾗﾝ
ｽ

F6
FC

1～M
1～M

F5
C1

C2

MF
1

MF
2

U V
AC
1

VU
M2

63
H3

ﾘﾓ
ｰﾄ
空
冷
式
の
場
合

ﾘﾓ
ｰﾄ
ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｻ〈
RM
〉

R

電
源

3～
 2
00
V

50
/6
0H
z

R

F4F3

63
H1

26
C

21
R2

52
C

H52
C

52
C

21
R1

51
C

F1

M

51
C

52
C

TS
U

V W
3～

MC

TR

2P
ｺﾈｸ
ﾀ

（ｼ
ﾛ）

圧力
開
閉
器

〈
高
圧
:応
急
時

の高
圧
制
御
〉

※E
LB

TS

29
X2

X4
保護

停止

u

G

21
R1
応
急
ｺﾈ
ｸﾀ

〈
CN
14
〉ｱｵ

u
uu

F2

3029 52
C

52
C

30

1 4 7

INJ
制御

X1

A

23
5

3231 7

警報

2

3

6

1

圧力
開
閉
器

〈
低
圧
:応
急
時

の低
圧
制
御
〉

ｼﾛ

741
4

ｷ

6
X3

低圧
制御

ｱｵ

SW
1

A
A

ｻｰ
ｼﾞ
ｱﾌ
ﾞｿ
ｰﾊ
ﾞ

ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ

検
知
回
路

2P
ｺﾈ
ｸﾀ

（
ｱｶ
）

（
ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
基
板
ｺﾈ
ｸﾀ
非
表
示
）

49
C

SW
1

記
号
説
明
:圧
縮
ﾕﾆ
ｯﾄ

記
号
説
明
:ﾘ
ﾓｰ
ﾄｺ
ﾝﾃ
ﾞﾝ
ｻ

ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｻ〈
送
風
機
用
電
動
機
〉

電
子
ﾌｧ
ﾝｺ
ﾝﾄ
ﾛｰ
ﾗ

送
風
機
用
電
動
機

ｻｰ
ﾐｽ
ﾀ〈
凝
縮
温
度
〉

圧
力
開
閉
器〈
ﾌｧ
ﾝｺ
ﾝﾊ
ﾞｯ
ｸｱ
ｯﾌ
ﾟ〉

C1
,2

FC MF
1,2

TH
4

63
H3

名
  称

記
 号

名
  称

記
 号

外
部
ｲﾝ
ﾀｰ
ﾛｯ
ｸ〈
ﾎﾟ
ﾝﾌ
ﾟ〉

※
4I
P
外
部
ｲﾝ
ﾀｰ
ﾛｯ
ｸ〈
ﾌｧ
ﾝ〉

※
4I
F

ﾋｭ
-ｽ〈゙
ﾘﾓ
ｰﾄ
ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｻ
:1
0A
〉

F6
ﾋｭ
-ｽ〈゙
ﾘﾓ
ｰﾄ
ｺﾝ
ﾃﾞ
ﾝｻ
:1
0A
〉

F5

圧力
開
閉
器〈
高
圧
〉作
動
,温
度
開
閉
器〈
吐出

〉作
動
,熱
動
過
電
流
継
続
器
作
動
,

圧力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉異
常に
より
ON
｡

上
記
異
常
解
除
後
、ﾘ
ｾｯ
ﾄ動
作〈
SW
1ま
たは
SW
3を
OF
F→
ON
〉に
より
OF
F｡

電
磁
弁〈
ｲﾝ
ｼﾞ
ｪｸ
ｼｮ
ﾝ〉
ON
,O
FF
制
御

低
圧が
低
圧
入
値
以
上で
かつ
遅
延
時
間
経
過
後に
ON
｡

低
圧
切
値
以
下で
OF
F｡
 また
、圧
力ｾ
ﾝｻ〈
低
圧
〉異
常
時は
OF
F｡

X1 X2 X3 X4注
）X
1～
4は
、ｺﾝ
ﾄﾛ
ｰﾗ
基
板
の
出
力
接
点を
示し
、作
動
は
次
のと
おり
です
。

   
詳
細
は
工
事
説
明
書を
参
照
願
いま
す
。

通
常
運
転
時は
ON
｡

圧力
開
閉
器〈
高
圧
〉作
動
,温
度
開
閉
器〈
吐出

〉作
動
,熱
動
過
電
流
継
電
器
作
動
,

圧力
ｾﾝ
ｻ〈
低
圧
〉異
常
,各
種
保
護
停
止
時に
OF
F｡

記
 号

名
  称

SW
1

TR X1 X2 X3 X4 21
R1

21
R2

26
C

49
C

51
C

52
C

63
H1

※
EL
B

※
PL
1

※
PL
2

※
PL
3

※
SW
2

※
SW
3

※
X
※
2D

※
21
R

※
23
R

※
26
D

※
26
H

※
63
H

※
63
L

※
88
H

F1 F2 F3 MCHF4

圧力
開
閉
器〈
低圧
:応
急時
の低
圧制
御〉

ﾋｭ
ｰｽ
〈゙
送
風
機
:1
5A
〉

ﾋｭ
-ｽ〈゙
制
御
回
路
:6
A〉

ﾋｭ
-ｽ〈゙
制
御
回
路
:5
A〉

ﾋｭ
-ｽ〈゙
制
御
回
路
:5
A〉

電
熱
器〈
ｵｲ
ﾙ〉

圧
縮
機
用
電
動
機

ｽｲ
ｯﾁ〈
運
転－
停
止
〉

ﾄﾗ
ﾝｽ

補
助
継
電
器〈
警
報出
力
〉

補
助
継
電
器〈
ｲﾝ
ｼﾞ
ｪｸ
ｼｮ
ﾝ制
御
〉

補
助
継
電
器〈
低
圧
制
御
〉

補
助
継
電
器〈
保
護
停
止
制
御
〉

電
磁
弁〈
ｲﾝ
ｼﾞ
ｪｸ
ｼｮ
ﾝ〉

電
磁
弁〈
ｻﾌ
ﾞｸ
ｰﾙ
〉

温
度
開
閉
器〈
吐出

〉
温
度
開
閉
器〈
圧
縮
機
ｲﾝ
ﾅ-ｻ
-ﾓ〉

熱
動
過
電
流
継
電
器〈
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 ● ER-EP55A1+RM(W)（コントローラ基板コネクタ非表示）　
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＜3-2＞ 一体水冷式・WR形
（1）中・低温用一体水冷式

 ● ERW-EP22,30,37A1-WR
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 ● ERW-EP22,30,37A1-WR（コントローラ基板コネクタ非表示）
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 ● ERW-EP55,75A1-WR
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 ● ERW-EP55,75A1-WR（コントローラ基板コネクタ非表示）
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（a）スクロールコンデンシングユニットの選定について
●ショーケース、冷凍庫など、負荷の条件にあわせてスクロールコンデンシングユニットを選定してください。
使用蒸発温度は以下の図のとおりです。
なお、蒸発温度が高い場合（－5～－20℃）は半密閉形コンデンシングユニットを選定することもできます。

（c）能力換算について

（b）水冷式コンデンシングユニットの冷却水量の求め方 
水冷式コンデンシングユニットの冷却水量はコンデンシングユニットの能力線図と水冷凝縮器能力線図より計算してください。
　計算方法
●例：ER-EP75A1＋RMW-P75A条件 蒸発温度：－40℃ 凝縮温度（tc）：40℃
 水冷凝縮器入り口水温（twi）：32℃ 電源：三相200V 50Hz
 クーリングタワー使用

コンデンシングユニットR404A機のカタログ冷凍能力（吸入ガス温度18℃）は、一般に同容量R22機に比べて大きく
なります。しかし、実用上の能力（スーパーヒート＝5～10）は蒸発温度に応じて小さくなりますので、換算係数を用い
て補正してください。

総負荷×余裕率＝カタログ冷凍能力×R404A換算係数（90.9～99.2%）

①能力線図から冷凍能力と消費電力を求めます。
冷凍能力：5.5kW　　消費電力：6.3kW

② 凝縮器で捨てる熱量（Ｑc）を求めます。
Ｑc＝冷凍能力＋消費電力の熱量
Ｑc＝5.5＋6.3＝11.8

③ 凝縮負荷 （F） を計算します。
凝縮負荷＝凝縮器で捨てる熱量／（凝縮温度̶水冷
凝縮器入り口水温）
F＝Ｑc／（tc－twi） 
F=11.8／（40－32）＝1.475kW／K

④ 水冷凝縮器能力線図より冷却水量 （W） と水頭損失を
求めます。

クーリングタワーを使用していますので、汚れ係数は
0.172m2・K／kWを使用して求めてください。
（0.086m2・K／kWを使用する場合は清浄は井戸水、
水道水などです。）
凝縮負荷（F）1.475kW／Kより冷却水量：38L／min 
水圧損失：37kPa 
なお、安全率として10％かけてください。

⑤ 水冷凝縮器出口水温 （two） を求めます。
水冷凝縮器出口水温＝水冷凝縮器入り口水温＋（凝
縮器で捨てる熱量／（60×冷却水量））
two＝twi＋Ｑc×1000／60W 
two＝32＋11800／（60×38）＝37.2℃

※余裕率はR22機種選定時と同等です（110～115%推奨）。外気温度補正、局所負荷対応、選定誤差など。
※R404A換算係数は、蒸発温度に応じて下表の係数で補正願います。

 蒸発温度（℃） －45 －40 －35 －30 －25 －20 －17 －15 －10 －5 0 ＋5 ＋10
 R404A換算係数（％） 90.9 91.5 92.1 92.7 93.3 94.0 94.2 94.4 95.0 95.6 96.8 98.0 99.2

●冷凍能力表示（能力線図）は、日本工業規格のコンデンシングユニットの温度条件により、表示しています。
吸入ガス温度：18℃　　 凝縮器吸い込み空気温度：32℃　　周囲温度：32℃
過冷却度の規定はありませんが５Ｋで表示しています。

蒸発温度－45 －40 －35 －30 －25 －20 －15 －10 －5 0 5 10
中温用低温用 高温用

リ
モ
ー
ト
空
冷
式
リ
モ
ー
ト
水
冷
式

屋内設置

ER-EP・A（1）形

ERV-EP・A1+RMW-P形（4.5kW）

ERV-EP・A1形（4.5kW）

ER-EP・A（1）+RMW-P形

<4>能力特性
機種選定
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注.組合わせリモートコンデンサの形名は下表のとおりです。
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 ● ERV-EP45A1+RM-P55

<4-1>リモート空冷式
（1）中温用リモート空冷式インバータ

 ● ER-EP22A+RM-P30
（2）中・低温用リモート空冷式

能力線図

A2-30



50Hz

冷
凍
能
力（
kW
）

電
流（
A
）

消
費
電
力（
kW
）

蒸発温度（℃）

0

2

4

6

8

10

－45 －40 －35 －30 －25 －20 －15 －10 －5

9

11

13

15
2

3

4

5

注.組合わせリモートコンデンサの形名は下表のとおりです。注.組合わせリモートコンデンサの形名は下表のとおりです。

蒸発温度（℃）
－45～－20
－20～－5

形　名
RM-P30
RM-P37

60Hz

冷
凍
能
力（
kW
）

電
流（
A
）

消
費
電
力（
kW
）

蒸発温度（℃）
－45 －40 －35 －30 －25 －20 －15 －10 －5

注.組合わせリモートコンデンサの形名は下表のとおりです。注.組合わせリモートコンデンサの形名は下表のとおりです。

蒸発温度（℃）
－45～－20
－20～－5

形　名
RM-P30
RM-P37

1

3

5

7

9

11
10
12
14
16
18

2
3
4
5
6

2

4

6

8

10

12
10
12
14
16
18

2
3
4
5
6

－45 －40 －35 －30 －25 －20 －15 －10 －5

50Hz

冷
凍
能
力（
kW
）

電
流（
A
）

消
費
電
力（
kW
）

蒸発温度（℃）

注.組合わせリモートコンデンサの形名は下表のとおりです。

蒸発温度（℃）
－45～－20
－20～－5

形　名
RM-P37
RM-P45

注.組合わせリモートコンデンサの形名は下表のとおりです。

2

4

6

8

10

12

14
11
13
15
17
19

2
3
4
5
6
7

－45 －40 －35 －30 －25 －20 －15 －10 －5

注.組合わせリモートコンデンサの形名は下表のとおりです。

蒸発温度（℃）
－45～－20
－20～－5

形　名
RM-P37
RM-P45

注.組合わせリモートコンデンサの形名は下表のとおりです。

60Hz

冷
凍
能
力（
kW
）

電
流（
A
）

消
費
電
力（
kW
）

蒸発温度（℃）

 ● ER-EP30A+RM-P30(37)
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（2）中・低温用リモート水冷式

<4-2>リモート水冷式
（1）中温用リモート水冷式インバータ
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<4-3>一体水冷式・WR形
（1）中・低温用一体水冷式

 ● ERW-EP22A1-WR

 ● ERW-EP30A1-WR
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騒音値一覧表

ERV-EP45A1

ER-EP22A

ER-EP30A

ER-EP37A

ER-EP45A

ER-EP55A1

R404A

60

50（45）

50（46）

52（47）

52（48）

60（53）

60

52（46）

52（47）

54（48）

54（49）

62（54）

※1

※2

※2

※2

※2

※2

60Hz

形　　名 冷　媒 蒸発温度 インバータ圧縮機
運転周波数

50Hz
[dB:Aスケール]

60Hz
[dB:Aスケール]

中
温
用

中
・
低
温
用

（　）内の値はオプションパネル装着時の騒音値です

下記の騒音値一覧表、および騒音線図の測定条件を示します。
【測定条件】
　　電 　　　　　　   源 :  三相200V 50／60Hz   
　　蒸　  発　  温　  度 : －10 ℃ ※1
　　  : －40 ℃ ※2
　　凝縮器吸込空気温度 : 32 ℃ （空冷式ユニットの場合）
　　凝　  縮　  温　  度 : 35 ℃ （水冷式ユニットの場合）  
　　測　　　定　　　点  :  距離1m、高さ1m（ユニット正面）
 
（注）測定値は、無響音室想定値です。実際の据付状態では、周囲の騒音や反響などの影響を受け、
　　　表示値より大きくなるのが普通です。

測定点
（正面中央） 1m

1m

リモート空冷式・水冷式スクロール形コンデンシングユニット

<5>騒音特性
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＜5-1＞ リモート空冷式・水冷式
（1）中温用リモート空冷式・水冷式インバータ

 ● ERV-EP45A1＋ RM（W）-P

（2）中・低温用リモート空冷式・水冷式
 ● ER-EP22A＋ RM（W）-P

 ● ER-EP22A＋ RM（W）-P（オプションパネルつき）

騒音線図
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 ● ER-EP30A＋ RM（W）-P

 ● ER-EP30A＋ RM（W）-P（オプションパネルつき）

 ● ER-EP37MA＋RM（W）-P

A2-41



10

20

30

40

50

60

70

80

90

63Hz 125Hz 250Hz 500Hz 1000Hz 2000Hz 4000Hz 8000Hz

持続騒音に対する
近似的最少可聴限

オクターブバンド中心周波数Ｈｚ

オ
ク
タ
ー
ブ・
バ
ン
ド
レ
ベ
ル
ｄＢ
   
  (
0
dB
=
0
.0
0
0
0
2
P
a)

NC-60

NC-50

NC-40

NC-30

NC-20

NC-70

50Hz

10

20

30

40

50

60

70

80

90

63Hz 125Hz 250Hz 500Hz 1000Hz 2000Hz 4000Hz 8000Hz

持続騒音に対する
近似的最少可聴限

オクターブバンド中心周波数Ｈｚ

オ
ク
タ
ー
ブ・
バ
ン
ド
レ
ベ
ル
ｄＢ
   
  (
0
dB
=
0
.0
0
0
0
2
P
a)

NC-60

NC-50

NC-40

NC-30

NC-20

NC-70

60Hz

10

20

30

40

50

60

70

80

90

63Hz 125Hz 250Hz 500Hz 1000Hz 2000Hz 4000Hz 8000Hz

持続騒音に対する
近似的最少可聴限

オクターブバンド中心周波数Ｈｚ

オ
ク
タ
ー
ブ・
バ
ン
ド
レ
ベ
ル
ｄＢ
   
  (
0
dB
=
0
.0
0
0
0
2
P
a)

NC-60

NC-50

NC-40

NC-30

NC-20

NC-70

50Hz

10

20

30

40

50

60

70

80

90

63Hz 125Hz 250Hz 500Hz 1000Hz 2000Hz 4000Hz 8000Hz

持続騒音に対する
近似的最少可聴限

オクターブバンド中心周波数Ｈｚ

オ
ク
タ
ー
ブ・
バ
ン
ド
レ
ベ
ル
ｄＢ
   
  (
0
dB
=
0
.0
0
0
0
2
P
a)

NC-60

NC-50

NC-40

NC-30

NC-20

NC-70

60Hz

10

20

30

40

50

60

70

80

90

63Hz 125Hz 250Hz 500Hz 1000Hz 2000Hz 4000Hz 8000Hz

持続騒音に対する
近似的最少可聴限

オクターブバンド中心周波数Ｈｚ

オ
ク
タ
ー
ブ・
バ
ン
ド
レ
ベ
ル
ｄＢ
   
  (
0
dB
=
0
.0
0
0
0
2
P
a)

NC-60

NC-50

NC-40

NC-30

NC-20

NC-70

60Hz

10

20

30

40

50

60

70

80

90

63Hz 125Hz 250Hz 500Hz 1000Hz 2000Hz 4000Hz 8000Hz

持続騒音に対する
近似的最少可聴限

オクターブバンド中心周波数Ｈｚ

オ
ク
タ
ー
ブ・
バ
ン
ド
レ
ベ
ル
ｄＢ
   
  (
0
dB
=
0
.0
0
0
0
2
P
a)

NC-60

NC-50

NC-40

NC-30

NC-20

NC-70

50Hz

 ● ER-EP37MA＋RM（W）-P（オプションパネルつき）

 ● ER-EP45A＋ RM（W）-P

 ● ER-EP45A＋ RM（W）-P（オプションパネルつき）
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 ● ER-EP55A1＋ RM（W）-P

 ● ER-EP55A1＋ RM（W）-P（オプションパネルつき）
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防振ゴム
（4カ所または6カ所）

 

図は上から見た場合を示す。

測定位置
正面1m

【測定条件】
電　　源 ： 三相    200V    50／60Hz 
蒸発温度 ： －15℃ ※1
 ： －40℃ ※2
凝縮器吸込空気温度 ： 32℃ （空冷式ユニットの場合）
凝縮温度 ： 35℃ （水冷式ユニットの場合）
据付状態 ： コンクリート床面に4カ所または6カ所防振ゴム
  （ブリヂストン社製 IP-1003, 100×100または150×150）
  を敷いた上からアンカーボルトにて固定。
測定位置 ： 距離1m（ユニット正面）
  コンクリート床面振動レベル計測

蒸発温度形　　名 振動レベル値

40dB　以下

※1

※1

※1

※1

※1

※1

中
・
低
温
用

中
温
用

ER-EP22A

ER-EP30A

ER-EP37A

ER-EP45A

ER-EP55A1

ERV-EP45A1

<6>振動レベル
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ｰｰｰｰｰｰｰｰｰ

ｻｰﾐｽﾀ〈吸入管温度〉 ｰｰｰｰｰｰｰｰｰ
ｻｰﾐｽﾀ〈圧縮機ｼｪﾙ油温〉 ｰｰｰｰｰｰｰｰｰ

TH4
TH10

ｰｰｰｰｰｰｰｰｰTH1 ｻｰﾐｽﾀ〈吐出管温度〉
圧力ｾﾝｻ〈低圧〉

通電時  OPEN21R1 電磁弁〈ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ〉

63H 圧力開閉器〈高圧〉 2.94MPa OFF, 2.35MPa ON

機  器  名  称図中記号

26C

63L

PSL
PSH

温度開閉器〈吐出〉

圧力開閉器〈低圧〉
圧力ｾﾝｻ〈高圧〉

作  動  値

115℃ ON, 135℃ OFF

0.08MPa OFF, 0.17MPa ON

液冷媒入口配管
φ12.7ﾌﾚｱ

吐出配管
φ19.05ろう付

冷媒液出口配管
φ12.7ﾌﾚｱ 吸入配管

φ25.4ろう付

ｻﾌﾞｸｰﾙ
ｺｲﾙ

受液器
〈13.2L〉

ｻｸｼｮﾝ
ｱｷｭﾑﾚｰﾀ
〈9L〉

S

S

E

S

D

ｻｲﾄｸﾞﾗｽ
〈付属〉

ﾄﾞﾗｲﾔ

ｽﾄﾚｰﾅ
〈吸入:100ﾒｯｼｭ〉

操作弁
〈吸入〉

21R1

電子式
膨張弁

操作弁
〈液冷媒出口〉

ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ回路

ｽﾄﾚｰﾅ〈100ﾒｯｼｭ〉ﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ

ﾁｪｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ〈均圧管取出〉

LP
63L

PS
PSL

PSH PS

TH4

ﾁｪｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ
〈付属〉

可溶栓
〈71℃〉

FP

操作弁
〈吐出〉

TH1

26C

ｲﾝﾊﾞｰﾀ圧縮機

TH10

操作弁
〈液冷媒入口〉

逆
止
弁

油分離器

63H
HP

圧力計
〈高圧〉

P

ER-EP22A ER-EP30A ER-EP37A ER-EP45A
サーミスタ＜圧縮機シェル油温＞
逆止弁＜A＞

無
無

無
有 有

有 有
有

2.94MPa OFF, 2.35MPa ON

通電時  OPEN （ER-EP37、45Aのみ）
通電時  OPEN

101℃ OFF, 113℃ ON
115℃ ON, 135℃ OFF

作  動  値

温度開閉器＜インジェクション＞

電磁弁＜サブクール＞
電磁弁＜インジェクション＞
圧力開閉器＜高圧＞

温度開閉器＜吐出＞

21R1,2
21R3

63H1
26C2
26C1
図中記号 機  器  名  称

ドライヤD

S

ボールバルブ
＜吸入＞

チェックジョイント
＜吸入＞

チェックジョイント
＜付属＞

操作弁
＜液冷媒出口＞

サイトグラス
＜付属＞

ストレーナ
＜吸入＞

ER-EP22,30Aの場合

ER-EP37,45Aの場合

逆止弁

P

圧力計
＜高圧＞

HP
63H1

油分離器

逆
止
弁

サーミスタ
＜凝縮温度 : 圧縮ユニット内＞

チェックジョイント＜液＞

操作弁
＜液冷媒入口＞

サーミスタ
＜圧縮機シェル油温＞

 圧縮機

圧力センサ
＜低圧＞ PS

26C2
26C1

マフラ

サーミスタ
＜吐出管温度＞

インジェクション
ブロック

21R1
21R2 S

S

操作弁
＜吐出＞

逆止弁＜A＞

FP

可溶栓
＜71℃＞

サクション
アキュムレータ

S
ストレーナ
＜吸入＞

ボールバルブ
＜吸入＞

チェックジョイント
＜吸入＞

チェックジョイント
＜付属＞

操作弁
＜液冷媒出口＞

サブクールコイル

ドライヤ

サイトグラス
＜付属＞

21R3

ストレーナ

D

S
S

受液器

<7-1>リモート空冷式・水冷式
（1）中温用リモート空冷式・水冷式インバータ

 ● ERV-EP45A1

（2）中・低温用リモート空冷式・水冷式
 ● ER-EP22,30,37,45A

<7>冷媒配管系統図
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φ15.88ﾌﾚｱ
液冷媒入口配管

吐出配管
φ22.22ろう付

吸入配管
φ31.75ろう付

液冷媒出口配管
φ15.88ﾌﾚｱ

ｽﾄﾚ-ﾅ
〈100ﾒｯｼｭ〉

操作弁
〈吐出〉

21R1
21R2

ｽﾄﾚｰﾅ
〈100ﾒｯｼｭ〉

操作弁
〈液〉

ﾎﾞｰﾙ
ﾊﾞﾙﾌﾞ

ﾁｪｯｸ
ｼﾞｮｲﾝﾄ

逆止弁

圧力計
〈高圧〉

ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ
ﾌﾞﾛｯｸ P

D ﾄﾞﾗｲﾔ

ｻﾌﾞｸｰﾙ
 ｺｲﾙ

SS
ｻｸｼｮﾝ
ｱｷｭﾑﾚｰﾀ
〈7L〉

ｻｰﾐｽﾀ
〈圧縮機ｼｪﾙ油温〉

PS

HP

圧縮機
操作弁
〈吸入〉

26C

63H1

油面窓

PSL
ｻｰﾐｽﾀ
〈吐出管温度〉

油分離器

S S

S

受液器〈26L〉

可溶栓
〈71℃〉FP

逆止弁

ｻｲﾄ
ｸﾞﾗｽ〈付属〉

操作弁
〈液入口〉ｻｰﾐｽﾀ

〈凝縮温度〉

ﾁｪｯｸｼﾞｮｲﾝﾄ
〈均圧管取出〉

PSL 圧力ｾﾝｻ〈低圧〉

電磁弁〈ｻﾌﾞｸｰﾙ〉
電磁弁〈ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ〉

圧力開閉器〈高圧〉
温度開閉器〈吐出〉

通電時　OPEN21R2

機器名称 作動値

63H1

21R1 通電時　OPEN

115℃ ON 135℃ OFF
2.94MPa OFF 2.35MPa ON

図中記号

26C

圧 縮 機

圧力センサ
（低圧）

油分離器

63H1

圧力計
（高圧）

サクション
アキュムレータ
（4L）

21R1

水入口

水出口
二重管式
水冷凝縮器

チェック
ジョイント

ドライヤ操作弁
（液出口）

逆止弁

操作弁
（吐出）

ストレーナ
（吸入）
100メッシュ

26C2･26C1

21R4

ストレーナ
100メッシュ

油面窓

ストレーナ
100メッシュ21R2

マフラ

ﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ
（吸入）

サイトグラス
付属品

逆止弁

21R2 電磁弁〈ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝon/off〉
21R1 電磁弁〈ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ流量切換〉

21R4 電磁弁〈油戻し用〉

26C1 温度開閉器〈吐出〉
26C2 温度開閉器〈ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ〉
63H1 圧力開閉器〈高圧〉

図中記号 機 器 名 称 動  作  値
115℃ ON 135℃ OFF
101℃ OFF 113℃ ON

通電時OPEN
通電時OPEN

通電時OPEN

2.75MPa OFF  2.16MPa ON

LP

HP

受 液 器
（8.4Ｌ）

サーミスタ
（吐出管温度）

 ● ER-EP55A1

 ● ERW-EP22,30A1-WR

<7-2>一体水冷式・WR形＜受注対応品＞
（1）中・低温用一体水冷式
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圧 縮 機

圧力センサ
（低圧）

油分離器

63H1

圧力計
（高圧）

サクション
アキュムレータ
（4L）

21R3

21R1

水入口

水出口
二重管式
水冷凝縮器

チェック
ジョイント

ドライヤ操作弁
（液出口）

サブクール
コイル

逆止弁

操作弁
（吐出）

サーミスタ
（吐出管温度）

サーミスタ（圧縮機シェル油温）

ストレーナ
（吸入）
100メッシュ

26C2･26C1

21R4

ストレーナ
100メッシュ

受 液 器
（8.4L）

油面窓

ストレーナ
100メッシュ

21R2

マフラ

ﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ
（吸入）

サイトグラス
付属品

逆止弁

21R2 電磁弁〈ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝon／off〉
21R1 電磁弁〈ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ流量切換〉

21R3 電磁弁〈ｻﾌﾞｸｰﾙｺｲﾙ〉
21R4 電磁弁〈油戻し用〉

26C1 温度開閉器〈吐出〉
26C2 温度開閉器〈ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ〉
63H1 圧力開閉器〈高圧〉

図中記号 機 器 名 称 動  作  値
115℃ ON 135℃ OFF
101℃ OFF 113℃ ON

通電時OPEN
通電時OPEN

通電時OPEN
通電時OPEN

2.75MPa OFF  2.16MPa ON

LP

HP

21R2
21R1 電磁弁〈ｲﾝｼﾞｪｸｼｮﾝ〉

21R3
電磁弁〈ｻﾌﾞｸｰﾙｺｲﾙ〉
電磁弁〈油戻し用〉

26C 温度開閉器〈吐出〉
63H1 圧力開閉器〈高圧〉

図中記号 機 器 名 称 動  作  値
115℃ ON 135℃ OFF

通電時OPEN
通電時OPEN
通電時OPEN

2.75MPa OFF  2.16MPa ON

圧 縮 機

圧力センサ
（低圧）

油分離器

63H1

圧力計
（高圧）

21R2

21R1

水入口

水出口
二重管式
水冷凝縮器

チェック
ジョイント

ドライヤ操作弁
（液出口）

サブクール
コイル

逆止弁

操作弁
（吐出）

サーミスタ
（吐出管温度）

操作弁
（吸入）

サーミスタ
（圧縮機シェル油温）

ストレーナ
（吸入）
100メッシュ

26C

21R3

ストレーナ
100メッシュ

受 液 器
（17L）

可溶栓
（71℃）

油面窓

ストレーナ
100メッシュ

サクション
アキュムレータ
（7L）

サイトグラス
付属品

LP

HP

FP

 ● ERW-EP37A1-WR

 ● ERW-EP55,75A1-WR
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